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  第一章（一九二九年九月十五日）


  



  　黙示録はすでに第三、四世紀の頃からキリスト者の興味より遠ざかったものらしく、爾来じらい多くのキリスト者がこの書を特別視してこれに親しまなかったようである。この書に関する註解書は聖書中の他の諸書のそれに比して、寥々りょうりょうたるものと云わねばならない。カルヴィンもマイヤーもこれが註釈を試みていない。兎に角この書が一般に読まれていないのは明白なる事実である。その理由は単にこの書の内容と形式に帰せらるべきであろうか、そうは思われない。それはかえって我らキリスト者自身に欠陥あるがゆえでなかろうか。


  　先ず黙示録の聖書における地位を見るに、創世記と相侯あいまってこの書は聖書の首尾をなしている。誠にこれなくば聖書は欠けたる満月よりも奇なるものとならねばならない。創世記という雄大なる序曲ありて、荘厳なる大団円この黙示録なかるべからず。創世記なき聖書が考えられざるごとく、黙示録なきそれを想うことは出来ない。創造の太初を示し摂理の歴史を教えたもう神は、同じく完成の大未来を掲げたもう神でなかろうか。罪と死の最後の決定は如何いかん、人類社会の混乱と腐敗のなりゆき、虔と不虔、義と不義の総決算、これらのことを神が忘れたもうはずがないのである。義者のため義は立たねばならない、信者のため希望は成らねばならない。見よ、神は黙示録において、その審判と約束とを最も明らかに示したもう。


  　黙示録しかく輝かしき書であるならば、これを読まざるの責は正まさに信者その人の不健全に帰せられねばならぬ。かくては真の希望を有もたぬ者、従って希望なき生活をなす者、来世抜きの信仰に生くる不具者と断ぜらるるも、詮方せんかたなきことであろう。


  　黙示録をその内容の珍奇なるのゆえをもって斥しりぞくるか、その人はいまだ旧約に親しまざるを自証するのみ。この書より旧約に現われたる観念と詞藻しそうを除去せば、果たして幾何いくばくを残し得るのであろうか。またこの書の内容とする事柄の非現実性をもってこれを遠ざくるか、その人はいまだ罪の恐ろしさと審判の現実性を知らないのである。またこの書の形式の詩的要素に富めるゆえをもって難解とせんか、その人は真理を難解視せんとするものに外ほかならない。真理は具象の中に単純に素朴に直観さるべきものであるから。かくて黙示録の有もつ内容と形式は特異なるものあるに拘わらず、この書の敬遠さるべき理由とはならない。むしろ健全なる聖書常識を欠き、真剣なる罪観念を体得せざることが、この書に親しまざる主たる原因であらねばならない。救済の根本原理を明らかにしてくれるロマ書のごとき、祈祷の友である詩篇のごときが、信仰生活に欠くべからざるものであるように、この黙示録は信者の実際生活に対し、特に希望の書として、不滅の明星を仰がしむるものである。


  　第十六世紀の宗教改革によって、人の義とせらるるは信仰のみによると云うキリスト教の柱石的真理が闡明せんめいされた。爾後じご世紀を閲けみすること四回なるに、なお柱石に執しゅうしてさらに究極的真理を把握するに至らない。個人より社会へとの動向は晩近ばんきん盛んではある。けれども正しき個人主義は謬あやまれる社会主義に展開し、プロテスタント主義は本来の面目を逸してカトリック主義に感染している。新教はここにおいてか再び古き聖書に立ち帰って、正しき個人観の上に正しき社会観を築かねばならない。道は下向して獣畜の社会には通ぜず、逆行して寺院の門には戻らず、前進し登攀とうはんして不可見的召団（教会）の社会に導く。来世と召団の何ものであるかを深く学ぶことは今後のキリスト者の義務であり、聖書真理の燈火を高く山巓さんてんに輝かすことは日本のキリスト者の使命ではないか。


  　さて黙示録はその冒頭に曰く、「これイエス・キリストの黙示なり」と。何とキッパリした宣言ではないか。読まんとする者は先ずこの一言を静かに念とし、全幅の信頼をもってこれに対さねばならぬ。黙示と訳されたる原語アポカリプシスは、蔽われたるものを露あらわす意であるから、啓示あるいは顕示と訳するをより適当とする。ヨハネの書かしめられたるこの啓示録、小アジアにある七教会への回覧的書翰は、大別して左記の三部より成る。


  
    序文プロローグ、第一章一～八節

    本文メイン・パート、第一章九節～第二十二章五節

    末文エピローグ、第二十二章六～二一節

  


  　さらに本文を区分すれば次の三段となる。


  
    見しこと　第一章九～二〇節

    今あること　第二章、第三章

    後にならんこと　第四章一節～第二十二章五節

  


  　ことごとくこれキリストの預言の言ことばと幻であり、ヨハネの実聞であり実見である。ヨハネ、序文に祝福して曰く、


  
    この預言の言ことばを読む者とこれを聴きてその中に録しるされたる事を守る者等は幸福さいわいなり、時近ければなり。

  


  　我らこれを聴いて想到するは、かのガリラヤの里に福音を述べ始めたまいしイエスの聖言みことば、


  
    時は満てり、神の国は近づけり、汝ら悔い改めて福音を信ぜよ。

  


  である。「近し」と天来の声は告げる。かつてこれを斥しりぞけしはユダヤ人、今これを否むは近代キリスト者である。


  　「時近ければなり」との意を単純に受け入るる者は福さいわいである。これを何か数概念に翻訳せんとする者は禍わざわいである。キリスト者にとっては、キリストの再臨は常に新しき待望の対象である。彼はかの驚くべき言ことば、「われは盗人のごとく来たらん」と、かつて語りたまいし方である。キリスト者が率直にかくのごとき言を信ずるときに、その心は希望に輝いている。生ける信仰の前には「千年も一日であり、一日も千年である」からである。


  　ヨハネは愛の使徒である。しかるに、その小書翰においてあれほどまでに愛を高唱せし彼は、この書翰（黙示録）において神をば愛なる神とは称えない。驚くべき大いなるキリストの啓示にあずかり、この老使徒は今やむしろ預言者的使命に立った。かくて何と神を呼びまつるべきであったか、曰く、


  
    今在いまし、昔在いまし、後のち来たりたもう者

  


  と。第四節より第七節に至る彼の祈りの言ことばに耳傾けよ。全能の神、高大深遠なる摂理の神を明らかに意識している彼にとり、神は今在いましたまい昔在いましたまいし方たるにとどまらず、またやがて来たりたもう神である。三時界に亙わたる永遠の神、特に、来たりたもう神である。永劫の世界より時の流れの中に来たりたもうて、創造の聖業みわざを なしたまい、堂々歴史を導きたまい、やがて完成の大業をこれに冠かぶらせたもう神である。決して、世界を罪の混沌に放任して顧みたまわぬがごとき神ではない。アルパにして必ずオメガなる神にて在いましたもう。かくのごとき生ける神を、果たして幾人のキリスト者が実感をもって握っているか。もしまことにこの一事を実感するならば、彼の生活は一変せざるを得ないであろう。われら老使徒のこの偉大なる自覚に参すべきでないか。キリス卜が我々一人一人に対して、神と共にかくのごとき大いなる方にて在いますを忘るる位ならば、キリスト者よ、むしろ走りて他の理想主義の徒に加わる方よからん。


  　「その御座みくらの前にある七つの霊」とは何を意味するか。聖書においてはおよそ七の数は完全あるいは無限性を意味する。それゆえに七霊の象徴するところは神の現われ方の無限性にある。神は「微睡まどろむこともなく寝ることも無い」方であり、ある時は強く、ある時は穏やかに、ある場合には大きく、他の場所では濃こまやかに、能はたらきかけたもう。また「憐憫あわれみある者には憐憫あわれみあるものとなり完き者には全きものとなり、潔き者には潔きものとなり僻ひがむ者には僻ひがむ者となりたもう」。爾しかく万様なるは、ただ神の真実の現われの結果たるのみ。一切の曖昧あいまいや虚偽は神の真実の前に立つことあたわず、あらゆる不義は神の眼を遁のがれることあたわない。


  　この神に対してキリストをば、ヨハネがここに「忠実なる証人しょうにん」と称えたのは、ゆえあることである。神の義の永遠の肯定は、ただ主キリストのみがなしたもうた。彼の外ほかに何人が、徹底的のアーメンを神になし得たか。生まれながらの人の子らは竟ついに不従順の族やからである。さればヨハネは深き感謝と限りなき歓喜の心をあらわして曰う、「その血をもて我らを罪より解き放ち」、また「死人のうちより最先いやさきに生まれたまいし者」と。前者は十字架の恩恵であり、後者は復活の嘉信かしんである。十字架と復活のキリストは、さらにまたいかなるキリストにてあらんとしたもうか。この祈りの最後の一句に心せよ。曰く、


  
    視みよ、彼は雲の中うちにありて来たりたもう、

    諸衆もろもろの眼、殊ことに彼を刺したる者これを見ん、

    かつ地上の諸族みな彼のゆえに歎かん、しかり、アーメン。（七節）

  


  　再臨のキリストである。彼を刺したる者が特に見まつるべきキリストである。これはおそるべきことでなかろうか。審判である。大いなる嘆きがなければならぬ。その時逃げ惑うとも時すでに遅い。これを知りて、不信のおそろしさに戦慄しないでいられようか、罪の深さに泣かないでいられるか。黙示録は決して甘美なる希望を謳うたわぬ。冒頭すでにかくのごとき痛烈なる語をもって審判の序曲を奏す。本書の厳粛なる所以ゆえんである。一切の人智よ、ここに黙せ。審判の日は来たる！現在すでに厳かに行われつつある神の審判を嘲る者は、来たるべきこの大事実を夢想だもしないであろう、魂の砕けざることほど恐るべきことはない。


  　十字架、復活、しかして再臨のキリスト。「今在いまし、昔在いまし、後のち来たりたもう主なる全能の神」。これがヨハネの全霊をもって今仰ぎつつある神であり、主である。彼がパトモスの孤島にて幻に観みたキリストは柔和なる人の子ではなくして、厳然たる王者らしき審判者らしき力強き実在者であった。ヨハネは森厳と光輝の極みなる彼を眼まのあたり見奉りて聖なる畏れに打たれ、古いにしえの預言者のように「その足もとに倒れて死にたる者のごとく」なった。つづく聖声みこえ微なかりせば、彼は再び起たち得なかったであろう。


  
    「懼おそるな、我は最先いやさきなり、最後いやはてなり……」

  


  一切は彼より出いで彼に帰するのである。彼は始めより義をもって行いたまい、義をもって審判さばきたもう。彼は終りに至るまで愛をもって顧みたまい、憐憫あわれみをもって救いたもう。誠に彼はすべてのすべて、アルパにしてオメガ、全き信頼をささぐべき唯一の実在者人格者にて在いましたもう。ヨハネは今この限りなき深き聖言みことばを聞きて甦り、その見しことと今あることと後に成らんとすることとを録しるすべく、大いなる使命を帯びて立った。


  



  第二講 初愛、生命、戦闘、権威


  



  第二章（九月二十二日）


  



  　第二章第三章は第一章と第四章以下との連鎖をなすものである。すなわち「見しこと」と「後に成らんこと」との中間たる、「今あること」であって、当時存在していた小アジア地方の七教会に対する審判と預言であるが、その意とするところは七教会をもて代表せしめ、もって全教会史を審判し預言するにある。形式の上からは、一貫したるこの長き書信の一小部をなすに過ぎないけれども、決してこれを等閑なおざりに附することは出来ない。主題が「今あること」である以上、我らに緊密なる関係を有し重大なる意義をもたらすところの、味わうべき文字である。


  　当時小アジアに存していた教会はここに挙げられている七つに限らず、かつまた彼等が必ずしも代表的なものとも言い得ないけれども、これら七教会の信者の性情が、歴史における信者の動きを預言的に表わすに適合しているところから、選び出されたものと見てよかろう。教会に対する審判と約束は直ちにその各員への審判と約束である。キリスト者たるもの心して、この七教会の使いに書き贈られたる書信を誦よむべきである。


  　さてこの七使信の書式を検するに、第一受信の教会名、第二発言者の特徴、第三当該教会の現状、第四称揚または譴責けんせきの辞、第五審判、第六慫慂しょうよう、第七勝利者に対する未来の約束、と云うごとき様式を現わしている。


  　「我すべての人にはすべての人の状さまに従えり」（前コリント九の二二）と云う言ことばのあるごとく、語りたもう者の特徴は語られる七教会の各々に対応して神らしき適ふさわしさを表わしている。しかしてそれらの特徴を綜合するとき、ほぼ第一章に描かれたるキリストの全貌に近い。しかしてまた個々の教会の勝利者への約束を打って一丸とするならば、そは第四章以下に説かれんとする輝かしき真理の綜合的序曲となるであろう。かくて七教会に贈られたる聖言みことばは個別的に考えるべきものではない。これを綜合的に観みるとき、その時始めて真意が把握される。七光の天門我らの眼前に懸る、これを過よぎりて荘厳なる審判と荘麗なる祝福の真理を、我ら瞥見べっけんするであろう。しからばその光の門にはいかなる文字が記されてあるか。


  



  一　初愛はじめのあい


  



  　エペソは小アジア西南沿岸の港市。パウロの伝道せし地、ヨハネの赴きし処である。政治的に宗教的にまた交通上貿易上にも、その地方の中心をなしていた。従ってエペソの教会は有力なる教会であった。その信徒はよく労しよく忍んだ。しかし彼等にある重大なものが欠けていた。聖言みことばの金矢はそこを射た。何ぞ、曰く「初めの愛」！初めの愛の喪失である。初めの愛の特質は言うまでもなく freshness（清新）にある。晨星しんせいの光芒滴したたるがごとき、暁天ぎょうてんの清陣香るがごとき初めの愛が失せて、雲翳うんえいは聖顔みかおの前に現われざるを得ない。何の説明をか要せん。主を仰ぎみて十字架の恩恵に心泣きし当初の純真と新鮮を想起しないか。そこには全霊の傾倒の外ほか何ものがあったか。主の喜び嘉よみしたもう愛はかくのごときものではないか。彼は「昨日も今日も永遠に易かわりたまわざる方」にて在います。主の信実に対して人は何と不信実であるか。神の前にはただかくのごとき愛のみが相応ふさわしい。


  　しかしながら事実かくのごとき愛は永続し難い。その力は人間に失せている。人は余りに弱くかつ汚れている。かくて人はただ十字架に立ち帰るの外ほか、とるべき道を有もたない。しかして真心もてキリストの血に跳び込むとき、憂えるなかれ、初めの愛の輝きに立ち帰ることが出来るのである。しかるに矜驕きょうきょう不信なる人の心は嘲りて、十字架の信や愚かなりと云う。かくてはいかによく労しよく耐えるとも、その徒労あたかも鰐魚がくぎょの卵を孵化ふかせんとするの類いには非ざるか。宜うべなるかな聖書に曰く、「それ十字架の言ことばは亡ぶる者には愚かなれど、救わるる我らには神の力なり」（前コリント一の一八）と。


  　誠にイエスのイエスたる所以ゆえんは新鮮そのものなる人格にある。この人格に対してはつねに新たなる信頼をもってすべきである。信頼の源泉は十字架の信に在る、十字架の信の純真なるものは初めの愛に在る。


  　この聖言みことばはただにエペソに対してのみならず、また他の諸教会にとっても紛まごう方なき警鐘たるを失わない。代表的教会エペソに対し、総括的なる重き一撃をあたえたもうたのである。聴け、その余韻の広く全教会に行き亙わたり、遠く全時代に流れ来たりて、我らの心耳しんじにまで鳴り響くを。これ一人一人への、始めにして終わりなる深きメッセージ（使信）にてはあらぬか。


  



  二　生命いのち


  



  　スミルナはエペソの北の方、同じくエーゲ海にのぞむ一小港市である。発言者は自らを、「復また生きし者」と宣したもう。復活せるキリストである。彼には永遠の生命いのちがある。いざわれら、活けるキリストの自ら言いたもう力ある聖言みことばを聴かん。


  　スミルナの信者は忠実なる者であった。忠実なる信者には必然この世の艱難貧窮の波が襲って来る。彼らはもと富める人々であったが、しかし彼らにとって固有の富はあれどもなきがごとくであった。何となれば財は私有独占のものではなく、神の喜びのために適当に用いらるべきものであるからである。財は外的に私有であっても内的の私有にはあらず、また内的の公有であっても外的の公有ではない。財は神の属ものであって、人はこれを最も内的に用いねばならない。財についてあやまれる多くの人々が地獄（ダンテ）の第四環にて何と罵り合っているか。一群は「何故に貯えるか」と問い、他の一群は「何故に投げるか」と反問している、「悪しく与え悪しく貯えたことが、美しい世界を彼等より奪い、彼らをこの争いに置いた」のである。


  　富についてサタンがキリストを試みしごとく、彼らスミルナの信者は試みられたであろう。彼らには幸いにしてキリストの精神をもってこれを撃退するの信仰があった。患難は彼らの受くべき糧となって来た、彼ら義しきを踏みしがゆえに。けれども力強き聖言みことばが彼らに贈られた、「なんじ死に至るまで忠実なれ、しからば我なんじに生命いのちの冠冕かんむりを与えん」と。この一句、キリスト者たるもの深く銘意するところなくして可なるべきか。約束し力づけたもう者は、自ら永遠の生命いのちを有もちたもう活けるキリストである。キリスト者よ、黯然あんぜんとして魂の消えんとする時もあろう。しかし信者の生活には底力のある生命いのちが躍動しているべきではないか。しかり、確かに内なる我にこの力がある。活けるキリストに結びつける者に、世に勝ち得て余りあるこの力と喜びがある。キリストは我らの義たらんために永遠に生きて在りたもう。我らの生命いのちは彼の義の中にのみある。生命いのちのおとずれ！これがスミルナヘの光栄ある約束であり、キリスト者の栄光の冠冕かんむりである。


  



  三　戦闘


  



  　ペルガモはスミルナのさらに北方、海岸を少しく距へだたりたるところにある。この教会は堕落してこの世と妥協するに至った。キリストの愛に対する貞節をもってせずして淫する者に、審判の降くだらざることはあり得ない。さればこそ「両刃もろはの利とき剣つるぎを持つ者」がもの言いたもうのである。


  　キリストは聖言みことばの剣つるぎにてサタンを撃退したもう。もしキリスト者にしてこの悪の幕屋に対し同じ戦闘が止むならば、そのとき彼は妥協者背教者であってキリスト者ではない。生ける限り淫行の霊とその大軍とに対して戦いを続けねばならないのが、キリスト者の生涯である。今の世の現状は預言者ホセアの言ことばの通りである、曰く「かれらの行為おこないかれらをしてその神に帰ることあたわざらしむ、そは淫行の霊その衷うちにありてエホバを知ることなければなり」（ホセア五の四）。偶像千態、淫行の百鬼夜行、現代のこの溷濁こんだくをいかんせん。これに対する聖戦はキリスト者の糧である。


  



  四　権威


  



  　ルデアの地ペルガモの東南に在るテアテラの信者もまた、前者に似てあらぬものの前に膝を屈した。バラムの教えを保ちてニコライ宗に走り淫行をなしし者のペルガモにありしごとく、テアテラにも淫婦イゼベルのごときものに心を寄する者がある。彼らはすべて律法の第一、「汝我面かおの前に我の外ほか何ものをも神とすべからず」を犯したのである。神の外ほかにまことの権威者なく、神の権威はその聖言みことばにあらわる。聖書の真理の外ほか、どこに権威あり生命いのちの力ある真理があろうか。真理の源はただこの権威ある活ける神にある。キリスト者はこの真の権威者のほかに拝すべきものを知らない。しかしてすべて真理ならざるものに対して、聖言みことばの権威をもって戦わねばならぬ。


  　光輝ある真理の聖言みことばに宿ることは、儀文によらず聖霊によって知られる。何が真理であり何がしからざるかを明瞭に判別することがないならば、信仰生活は眠れるものと云わねばならぬ。教会の権威、学者の論説、民衆の輿論よろん、そんな風のごときものによりて動くべきではない。我らには静かにより頼むべき確かたき聖書の権威がある。この森厳しんげんにしてしかも悠揚ゆうようたる権威に生きよ、しからば汝らもまたそのごとく権威ある者とならんとキリストは約束したもうのである、曰く「我が父より我が受けたる権威のごとし」と。聖書の真理を我が有ものとして、キリスト者自らに犯しがたき権威が具そなわる。誠に上よりの力のなすところ、人の眼には奇しく見ゆる変化である。聖言みことばは限りなく深い。この権威を帯して闘う戦士、陸続としてわが日東に出づべきでないか。


  



  第三講 覚醒、展開、微温


  



  第三章（九月二十九日）


  



  五　覚醒


  



  　サルデスはテアテラの南東にありて、ルデアの首都であった。巨富を擁していたため外寇がいこうを受くることしばしばであった。紀元前六世紀の半頃クロスの攻略に遭いし時、彼等は自然の城砦に頼りて心を緩ゆるうしたるため、北方城壁に罅裂かれつを生じたるに気付かずして敵の侵入するところとなった。この敗因は書翰の理解に暗示を与える。敵は誠に「盗人のごとく」襲うたのである。その後アレクサンダー大王に征服せられ、さらに降くだって前三世紀の終わりにはスリアのアンチオカスまたこれを奪い、終ついにローマ帝国の属領に帰したのであるが、この市の信者の心的状態はかかる歴史を連想せしむる放心惰眠不緊張の状態にあった。この放心せる者に呼びかけたもう者は、「七つの霊と七つの星とを持つ」ところの、醒さめて仮睡まどろむことすらなき者である。彼には乗じょうずべき隙は寸毫すんごうもない、彼の眼は常にすべてのものを視みていたもう。かくのごとき神は睡生すいせい惰眠だみんの人々に呼びかけて言いたもう、「汝ら生くる名あれど死にたる者よ」と。これでは味を失いたる塩である、光消えたる燈火である。されば「目を覚ませ！」と宣のたもう。


  　我々の信仰は自分をすっかり棄てて一切を任まかすと云う確かに虫の良きものがあるが、しかしその真意は断じてあやまられてはならない。信頼は惰眠ではなく安眠である。信頼する者の心眼には光が燈ともされている。彼は良心ぬきの無責任者ではない。似て非なる安心は心の眠りであって、信仰と生命いのちは惰眠の中に逃げゆく。もし聖書の信仰をかく穿はき違えるならば、「生くる名あれど死にたる者」である。真の平安は放心状態に宿らずして、覚醒の状態に臨む。聖旨みむねのままと云いてゆだねまつる心が、どうして自覚なきものであり得ようか。どうなってもいいと云う言ことばは、ある人には真理、他の人には躓きの石である。真理は常に断崖の上にあり、日本刀は真の武人の佩はいすべきもの。「目を覚ましおれ」とは、主イエスが最後近き日懇ねんごろに弟子達に誡いましめられしところであった。我々は殷鑑いんかんをこのサルデスの歴史と信者とに見ることが出来る。目を醒まして備えすべきである。いつ苦難がのぞむも狼狽せざるの心、いつ旅路尽くるもアーメンと応こたえまつる心、いつ主来たりたもうも燈火の備えある乙女、然しかくありたくある。然しからざるときは、聖国みくにの扉の鎖されてあるのを見出すであろう。


  



  六　展開


  



  　ヒラデルヒヤはサルデスの東南の平野にある。交通の要衝に当たっているが、地震多く、市に定住する者は多くなかった。紀元十七年に大震災あり、ローマ皇帝の救済に与あずかって復興するを得た。市民はその恩に 感激して市の名を改め、ネオカイザリヤと称した。この地の信者の信仰は市の復興発展と同じく、信仰より信仰へと展開した。彼らはユダヤ人からの迫害を恐れず、積極的の態度に出いでて伝道した。仇の前に聖名みなを否まなかった。福音を恥としなかった、前進した。「視みよ、我なんじの前に開けたる門を置く」と言わるるに相応ふさわしき積極的な信者であった。


  　我々はここに健全サウンドな信仰が展開的であることを学ぶ。真理より真理へと躍進すること、あたかも白き夏雲の重畳して立ち昇るがごとくである。主を呼びまつりて明け、主を仰ぎまつりて暮るるキリスト者の生活は、波瀾はらんと曲折の中にも希望より希望へと展開してゆく。主が我らの行く手に必ず開けたる門を置きたもうて、我らを迎えて下さるのである。「四方しほうより患難なやみを受くれども窮せず、為せん方かた尽くれども希望のぞみを失わざる」所以ゆえんのもの（後コリント四の八）、正まさに主の道の展ひらきてまた展ひらきゆくがためである。


  



  七　微温


  



  　ラオデキヤはヒラデルヒヤのさらに東南である。かくて七教会の地理的配列を鳥瞰ちょうかんするに、ペルガモを最 北にして西側スミルナ、エペソ、東側にテアテラ、サルデス、ヒラデルヒヤ、ラオデキヤ、と云う雁行形である。ラオデキヤは同じく平野にあり、商業殷盛いんせい、市民はために富裕であった。毛織物を産出し、薬石も製せられた。この地に湧出ゆうしゅつする温泉は熱くもなく冷たくもなく、微温なまぬるくあった。外に華はなやかなりし彼らは必然的に内に乏しくあった。しかるに彼ら自身は、信仰的に恵まれた者は外面的にも栄ゆと倣なしていたのである。彼らが信仰的とするところは、「主よ、主よ」と唱える態のものであった。いわゆる信仰的なるものが彼らを膨ふくらせていた。神の聖名みなは濫みだりに用いられ、清きものと汚れたるものはけじめを失った。おそるべし、これ信仰の最大の敵である。「天は美を減ぜざらんため彼らを逐おい、深き地獄は罪人らのこれによって誇ることなきよう」彼らを受けない。彼らはもちろん信仰に熱いのではなく冷ややかなのでもなく、微温なまぬるいのである。彼らを称して自分免許の信者と云いつべく、これ最もキリストの憎みたもうところ、神の子らしさの正反対である。されば主は曰いたもう、「我汝を我が口より吐き出いださん」と。これによりてキリストのいかなる方にて在いますかを、我ら静かに知るべきである。しかも主は何よりも罪人を愛したもう！「すべてわが愛する者は、我これを戒め、これを懲こらす」と。


  　エペソ教会の授かりし譴責けんせき「初めの愛」の一語をば七教会全体に亙わたって宣せられたる譴責けんせきと見たように、全七教会への約束はラオデキヤに贈られた約束の言ことばによって代表されると言うも誤りでなかろう。曰く、


  
    視みよ、われ戸の外に立ちて叩く、

    人もし我が声を聞きて戸を開かば、我その内に入りて

    彼と共に食し、彼もまた我と共に食せん。

    勝かちを得る者には我と共に我が座位くらいに坐することを許さん、

    我の勝かちを得し時、わが父と共にその御座みくらに坐したるがごとし。（黙示録三の二〇、二一）

  


  　濃こまやかなるキリストの愛と大いなる約束の聖言みことば、ラオデキヤに対する主の聖憤としかしてこの深き愛の約束。ただひとり静かに誦よみて、無限のあるものを感ずるの外ほかはない。


  　眼を転じて歴史を観みるに、宗教改革によって覚醒したるキリスト者等は幾何いくばくもなくしてその魂の純真を失い、儀文の信仰に堕し、さらにはあらぬこの世の智的権威に屈し、第十九世紀に入りてよりはいよいよ熟睡に落ちるのみであった。現代はまさに信仰覚醒の第二期に際会している。これからは大いなる門が東洋に開かれようとしているではないか。しかり、「開けば閉づる者なき」門はすでに開かれた。われら信仰より信仰へ、希望より希望へ、進むべきである。やがて満つる時が来る。ユダヤ人の立ち帰る秋がいつか来るに違いない。しかして心すべきラオデキヤ時代が最後に待つ。起こるべきことが起ころう、驚くべきことが来よう。キリストの再臨はある、最後の審判は来たらねばならぬ。その時、神の附与したもう「火にて煉ねりたる金きん」、「白き衣」、「眼薬めぐすり」を有もつ者は幸いである。


  



  第四講 創造主を讃う


  



  第四章（十月六日）


  



  　前二章における七教会への使信によって、我々はエクレシヤを中心とする精神史がいかなるものなるかを、原理の上からほぼ把握し得たことと思う。


  　黙示録は本章よりその預言の本題に入る。第二章第三章においては「今あること」が主題たるに対し、第四章からは「後に起こるべきこと」が論ぜられる。時限の現世より久遠の世界に移ろうとする。しかしこの久遠の世界にまた階段がある。しかして第四、第五の両章は来世展開の劇的場面の荘厳なる序幕である。ただしこの劇においては、すべてが真リアルであり事実ファクトである。驚くべき幻であり、偉大なる預言である。キリスト自ら啓示したもうにあらで、何人かよくかくのごとき夢を見得ようぞ。


  　今予あらかじめこの預言を章別するならば、


  
    来世問題

    　第四章第五章　来世序曲

    　第六章～第十一章　苦難の時代

    　第十二章～第二十章三節　苦難の時代（別の着眼点より）

    　第二十章四～一五節　千年時代（一種の準備時代）

    　第二十一章～第二十二章五節　永遠の来世（新天新地の出現）

    　第二十二章六節～終結　全篇の跋ばつ

  


  　「視みよ、天に開けたる門あり」、ヨハネこれより古いにしえの預言者にもまして驚くべき幻を見ようとする。天と云うはいかなる場所なるかを知らない。兎に角そは有形界を超越したある世界である。科学的判断も哲学的推理もこれを測ることが出来ない、ただ信仰をもって知るべき消息である。文字に拘こうすれば奇、抽象に偏すれば虚。我らはヨハネの伝えるところを終わりまで聖書常識をもって味解すべきである。原理と事実をこの象徴的文字の中に読むべきである。


  　ヨハネのこの幻影を見たるは決して偶然の致すところではない。自おのずから法則のあること、旧約の預言者において然りしと一般である。彼らの幻影は決して世の空想家文人の描き出す仮想の類ではない。彼ら真の預言者、詩人は、何よりも先ず現実に直面して真面目に生きた人々である、経験を胡魔化さず、体現に真剣な努力をなした人々である。彼らは地上の痛ましさ、苦しさ、悩ましさを嘗なめた。彼らは真に生きんとして進退谷きわまった。かくて彼らは活路を「別の道」に開かなければ、動きがとれなくなったのである。旧約のヨブはその血涙の峡谷において何と呼ばわり、いかなるおとずれに接したか、その著しき霊的救済観念及び来世思想に我ら驚異しまた感謝しないではいられない。しかして今わが老使徒ヨハネはパトモスの孤島に独ひとり何を観みんとするのであるか、彼に啓示微なかりせば、そはいかばかり堪たえがたき孤独寂寥せきりょうの生活であったであろうか。およそ生命の水源は森林にあり、市井の人はその流水を汲んで生きる。真理を捉つかむ人は苦難の中に死ぬ、そを頒わかたるる者らは彼を苦しめし者の後裔こうえいである。預言者的人物はすべてこの類たぐいである。像に影の添うごとく、真理の花は必ずや荊棘の中に咲く。なやみの谷は光の天に近い、聖書的幻影の天文台は枕するところなき谷底にある。現世になお自己の拠よるべきところを有もつものにこの逆理は意味をなさないであろう。現代キリスト者に来世希望の欠如せるは、現実に行きつまらざる何よりの証拠である。宜うべなるかな、黙示録のキリスト者一般に無用の長物視せらるるは！模糊もことして無きがごとき希望に事足る者は幸いである、暗澹あんたんとして往きなやむ現実に泣く者は不幸である。けれどもいずれがまことの光を見るか、いずれが本当に幸いであるか、黙示録は告げるところあらんとする。


  　ラッパのごとき天来の声が「ここに登れ、我この後おこるべき事を汝に示さん」と叫んだ。ヨハネは未見の世界に踏み入った。ヨハネがこれから伝えんとするところは、一度現世のいわゆる歴史なるもの終わりを告げ、しかして新天新地の来世来たらん時までの大いなる準備時代であって、前来世とでも云うべき世界である。驚くべき審判は雷鳴の相継いで轟くごとくに降くだる。


  　ヨハネの登らしめられたるはどこか解わからない。恐懼きょうくして見るにそこには御座みくらが備えられてある、それに坐したもう者の状さまは神々しくして見るべくもない。神は一毫いちごうの塵滓じんしもなき純一無雑の存在である、一点の汚濁も焼き尽くさねばやみたまわぬ方に在います。かかる聖にして厳おごそかなる存在者の本体は端倪たんげいすべくもない。ただ碧玉<へきぎょく>のごとく赤瑪瑙めのうのごとき光輝あるのみ。碧玉へきぎょくはすなわち聖純の象徴ならんか、赤瑪瑙めのうは聖憤のそれにあらずして何と解しよう。御座みくらの周囲には緑玉のごとき虹があると云う、燦然さんぜんたる光耀に耐え兼ねる我らの弱き罪の眼を限りなく慰める美しき虹霓こうげいの光よ、これ十字架の愛を語るにあらずして何を示すか。畏るべき神はかくも深くして濃こまやかなる愛と恩恵の方に在います。「憐憫あわれみと真実まことと偕ともにあい義と平和と互いに接吻くちつけする」（詩篇八五の一〇）を思わしむるは神の衣の光彩である。畏るべく同時に親しむべき神、おののきをもって接吻くちつけすることが出来る神、この神の神らしさは碧玉へきぎょく、赤瑪瑙めのう、しかして虹にあらわれた。ヨハネはただかく観じかく表わすより外ほかに知らなかったのである。これは事実の直観である、決していたずらなる幻想ではない。


  　また御座みくらのまわりに二十四人の長老が夫々それぞれその座位くらいに坐しているのは何であるか。キリストの救済に与あずかりたるすべての人々すなわちエクレシヤの代表者である。彼らの象徴はその纏まとう白衣にある。彼らと共に御座みくらの中央と御座みくらの周囲とに侍する四つの活物いきものは自然の代表である。眠らずして見、あるがままに働く大自然は日も夜も絶え間なく聖なる神を讃美する。エクレシヤこれに和して栄光を神に帰し聖名みなを讃え、二十四人の長老すなわちその冠冕かんむりを御座みくらの前に投げ出す。揮然こんぜんたる大讃美である。かくのごとくすべて創造つくられたるものは創造主つくりぬしを讃美せんために存在する。この世界を見るに、害あるもの邪よこしまなるものは厭いとわしいけれどもその不益不義がすべて我らに反対の作用をなし、我らを駆って神に近づかしめる。彼らの存在そのものは否むべくも、「すべてのこと働きて益となる」を我らに悟らしめる。すべては畢竟ひっきょうするに神への讃美のためにある。時到らば不義なるものは亡び失せるであろう、そは神の審判にある。


  　冠冕かんむりを投げ出す、いかにも乱暴なふるまいのごとくある。けれどもこれは己が有もつもの、その最たるものを、まず第一に神様にお返しする心である。砕けたる魂をもって讃美する外ほかに、神に対して人のとるべきいかなる態度があり得るだろうか。誰かこれはわが有ものと誇るべきただ一つをすら有もっていようか、すべて神の賜いしものではないか。もともと創造つくられたる者でないか、その存在はただあわれみの中にあるのでないか。怪しむべし、かくも自明的なる真理が、人の堕落よりこの方その心に帰り宿ること稀まれなるを。殊ことに現代人の心、これを去ること最も遠い。希ねがわくは聖意みこころの天に成るごとく地にも成る日、ヨハネの観みしように理想の讃美が讃美の現実と成らんことを。


  



  第五講 救済主を讃う


  



  第五章（十月十三日）


  



  　その後ヨハネは御座みくらに坐したもう者の右手に巻物あるを見た、それに同じく眼をそそぐ一人の御使いを見た。御使いの口は忽然こつぜんとして開いた。何と呼ばわったか、曰く


  
    巻物を開きてその封印を解くに相応ふさわしき者は誰たれぞ。

  


  　言下に答える言は何処からもあがらなかった。天地曠々こうこうたりといえどもこれに応ずる一つの声もない。げき寂せきとして沈黙は続く、さながら宇宙を挙げて死せるがごとくに。神の右手なる七つ封印奇しき巻物には何が記されてあるのであろう。神の予定、摂理、経綸、万物の終局等の偉大なる文字ではなかろうか。これを開き得る者はこれを成し遂ぐるに相応ふさわしき者であらねばならぬ。そは罪人であるはずがない。さればこそ天上天下はたまた地下にも、これに応ずべきもの皆無であったのである。誠に、「義人なし一人だになし、善をなすものなし一人だになし」である。この厳粛なる幻影を眼のあたり見て哀哭あいこくに我も世もなかりしヨハネの心事、よそごとであろうか。天のこの幻はまた地の現うつつであり、人類のこの苦しみはまた個人の煩わずらいである。誰か罪の認識のゆえに限りなき歎きと寂しみと絶望を新たに覚えないものがあろうか。罪にして処分を見ざる限り、贖罪のこと完まっとうせられざる限り、世は混沌に帰するの外ほかはない。天地に遍満する万象、神に帰するか混沌に帰するか、大いなる岐路きろである。この岐路きろに立ち現われて、神に帰するの道へ万物を牽ひきゆく者はいないか。けれども夙つとに神が「人の悪の地に大いなるとその心の思念おもいのすべて図はかる所の恒つねに惟ただ悪しきのみなるを見たも」うた通りである（創世六の五）。まことに罪にまさる深刻な問題がどこにあろうか。涙は涙である、罪は罪である、これをいかんともすることが出来ない。黒き姿は窈然ようぜんとして深く実在する。「ああ、われ悩める人なるかな、この死の体より我を救わん者は誰たれぞや！」


  　泣く者をなぐさむる声がある、聖霊によりて語る長老の一人である。曰く、


  
    泣くな、視みよユダの族やからの獅子、ダビデの萌蘖ひこばえ、すでに勝かちを得て巻物とその七つの封印を開き得うるなり。


  


  　ユダの族やからの獅子（創世四九の九、一〇）とはすなわち能力ちからある者の謂いいであり、ダビデの萌蘖ひこばえ（イザヤ一一の一、一〇）とはすなわち柔和なる者を意味する。能力ちからありて柔和なる者、義にして愛なる者、戦士にして平和者、キリストはすでに勝かちを得て神の右に活いきて在います。彼こそこの不可能を可能ならしめ得る唯一の方である。


  　長老の言ことばに力を得て首こうべを挙げれば、御座みくらの前の様子は少しく変わっている。この度たびヨハネは、「屠ほふられたるがごとき羔こひつじの立てるを見た」。屠ほふられたる羔！しかも異様なるこのものは立っている！この幻影の霊くすしさよ！彼を讃美せんとて人類と天使と自然とは大唱和を謳うたう。人類の新しき歌に曰う「汝は屠ほふられ、その血をもて云々」、天使の声に曰う「屠ほふられたまいし羔こそ云々」、万物の讃美に曰う「願わくは御座みくらに坐したもうものと羔とに云々」――羔である、十字架に磔たくせられたまいし聖子みこキリストである。贖い主イエスである、すべてのものは今やただこの救済主すくいぬしに対する感謝と希望に溢あふれ、讃美に全宇宙は輝きわたる。けれども立ちたる羔には無辜むこの血を流したる痕きずがある。讃美の調べはどことなく悲壮である。


  　讃歌と共に立ち昇る香は聖徒の祈祷である。何と意味深きおとずれではないか。真心もて祈られしことにしてどの一言がここに漏れていようか。救贖きゅうしょくの完まっとうせらるることによりすべての祈りは聴かれると云うのである。涙多き人生にとってこれは限りなき慰めと力である。かくれたる一日一日が祈りより祈りへの歩みたらざるを得ない人には、この聖句のごときは何の説明を加えるを要しよう。


  　天国の来臨に二つの意義がある、一つは神の創はじめたまいし聖業みわざの成就であり、一つは救済の完成である。万物はここに創造主つくりぬしたる神にして救済主すくいぬしたる神に二様の讃美をなしたのである。すなわち前章における創造主つくりぬしたる神に対する讃美が荘厳なるものにして自然がその主体であったとするならば、本章における救済主すくいぬしたる神に向かっての讃美は悲壮なるものにして人類がその主体であると云わねばならぬ。


  



  第六講 戦乱、闘争、飢饉、疫病


  



  第六章一～八節（十月二十日）


  



  　御座みくらに坐したもう者の右の手より万物革新の秘書を受けたもうた羔こひつじの君は、長老たちの平身拝伏する前にて、厳おごそかに七つの封印を逐次解きたもう。苦難は来たらんとし、審判は始まらんとする。


  　第一の封印が開かれた。四つの活物いきものの一つが雷霆いかづちのような声で「来たりたまえ」と叫ぶ。何故に活物いきものはかく呼ばわるか。彼らは自然の代表である、彼らは自然の呻吟しんぎん、被造物の改造を待つ切望祈願を代言して、かくは大声を爆発したのである。声に応えてか、現われ出いでたる幻像は何。白馬の騎士の出陣である。これは何であろうか。引き続き第四封印の解かれし時現われ出いでし青ざめたる馬に乗れるものを「死」と称しこれに随したがうものを「陰府よみ」と云うを見れば、第一乃至ないし第四封印の四騎士がすべて同類のものである以上、ここにいう白馬の騎士もまたある一つの抽象的原理の人格化、化身と見ねばなるまい。しからばこの弓を持ち冠冕かんむりを戴ける白馬の騎士はそも何を具象化せるものであろうか。「勝ちて復また勝たんとて出いでゆけり」とあるを見ればこれは勝利的なあるもの、世を風靡ふうびするところの大戦乱を、意味するのではあるまいか（戦乱を表わすに白馬をもってしたる例は、ヴアージルの「エーナイド」詩中の第三巻にある）。しかしこれには異論もある。ある人は第十九章十一節の「我また天の開けたるを見しに、視みよ白き馬あり、これに乗りたもう者は忠実また真まことと称えられ、義をもて審さばき、かつ戦いたもう」を引いて、この騎士をキリストと解する。しかし、他の三騎士と同種の表現をこれについても認むる以上、これをキリストと見るは不適当であろう。また多くの有力なる聖書学者はこれをもって「福音の勝利」を意味するものと解釈せんとする。しかしチャールスは黙示録が四福音書としばしば重大なる関係を有する事実に基づき、この場合にもまたマタイ伝二十四の六～八、マルコ伝十三の七、八、ルカ伝二十一の九～十一を参照して考うべきであると主張する。すなわちキリストが世の終わりについて預言したもうたところにして、戦乱が起きる、闘争がある、飢饉が来る、地震があり、迫害があり、疫癘えきれいがある。チャールスの言うごとく、共観福音書のこれらの箇処は黙示録の四騎士を解すべき鍵であろう。けだし黙示録は特にキリストの黙示であるがためである。


  　第二の封印が開かれる。唐紅からくれないの馬に乗れる騎士が現われる。誰か血なまぐさきものを連想しなかろうか。これに騎のる者は、「地より平和を奪い取ることと人をして互いに殺さしむる事とを許されて」いると云う。キリストが「民は民に、国は国に逆らいて起たたん」との聖書の句を引用されて示されたのを考え合わせ、また遡ってイザヤ書十九章二節をたずねるに「われエジプト人をたけび勇ましめてエジプト人を攻めしめん、かくてかれら各自おのおのその兄弟をせめおのおのその隣をせめ、邑まちは邑まちをせめ国は国を攻むべし」とあるがゆえに、この赤馬の騎士の象徴するところは実に平和を奪うところの社会的闘争、階級闘争であろう、前の白馬の騎士の意味するところが国際的大戦乱であるに対して。白馬の騎士を「戦いくさ」と名づくるならば、赤馬の騎士は「闘争あらそい」と呼ばれよう。かの世界大戦とその後の暗雲は何であるか、白馬赤馬両騎士の象徴、我らに暗示するところ浅くない。


  　第三の封印が解かれる。「来たれ」の声あれば、やがて煤煙の変化へんげのごとき黒馬の出現である。騎者は権衡はかりを手にしている。甚はなはだしき食糧欠乏を語るものでなくて何か、権衡はかりの類は物資豊かなるときは不要のはずであるから。今や「飢饉」到来して穀倉空しからんとする。これ干戈かんかの禍わざわいにもまさる禍わざわいではないか。馬は血の気もなく煤すすけている、権衡はかりの目盛は細密である。自然は禍わざわいの緩ゆるうせられんためか嘆き求めて叫ぶ、「小麦五合（一コイニクス）は一デナリ、大麦一升五合（三コイニクス）は一デナリなり、油と葡萄酒とを害そこなうな」と。一デナリとは、キリストの譬話たとえばなしによって解わかるように、労働者一日の給料である。大麦を常食とするは非常の場合であらねばならぬ。一日働いて僅かにこれしきの食料を得るに過ぎざるは疑いもなく飢饉の兆きざしである、正まさに世界的大飢饉である。しかしながら神はかかる時にも救いの道を備えたもう。窮乏の中にも油（オリーヴ）と葡萄酒とを存のこしたもう。この二者の聖書における役目を考えるとき、この句のここにあるには深き一意義がある。詩篇第二十三を想起して、神の奇しき恩恵、思い半なかばに過ぎるものあらざるか。


  　第四の封印が解かれる、第四の活物いきものが「来たれ」と叫ぶ。青ざめたる馬が駈ける、棲惨なる思いを抱かしめられる。正まさに絶望の象徴である。乗る者は果たして不治の疫病である、「死」である。その従者は陰府よみである、悽愴せいそう陰惨なる行列である。


  　エゼキエル書に曰く「主エホバかく云いたもう、しからばわが四箇よつの厳しき罰すなわち剣つるぎと飢饉と悪しき獣と疫病をエルサレムにおくりて人と畜けものをそこより絶ちさらんとする時は如何いかにぞや」と。けれどもこれらはいまだ苦難の始めであって、キリストが「そのとき大いなる患難なやみあらん、世の創はじめより今に至るまでかかる患難なやみはなく、また後にもなからん、その日もし少なくせられずば、一人だに救わるる者なからん、されど選民のためにその日少なくせらるべし」と預言し約束したまいしところの、後に来たるべき大いなる禍わざわいに比してはなお軽微であろう。


  　世界改造の第一段はかくのごとく受くべき苦難をもって始まる。人類の罪、天地万物の不調和、平和の喪失が、理窟りくつでなくして事実である以上、天刑もまた避くべからざる事実であらねばならぬ。天地の公道厳然として揺がず、神子の良心粛然としてこれを道いう。たとえ百万の偽善者は罪の黒きを見ず審判の白きを忘るとも、罪を自覚する人の子は自ら罪を告白し審判を預言するであろう。誰ありて何と言おうともこの聖感を如何いかにしよう。魂砕けては神を畏れ神を待ち望むの外ほかを知らない。神はこれを侮るべからず試むべからざること、日常の個人的経験社会的経験に明らかではないか。すでに審判の実証を日常に見て、なお世界的審判の到来を疑い得るものは疑うも可である。四騎士の妖魔は現世を縦横に馳はせ廻る。何人も青馬の騎者の放つ毒矢を免れることは出来ない。しかし神を仰ぐ者は別の消息を知る、「憐憫あわれみは審判さばきにむかいて勝ち誇る」ことを（ヤコブ二の一三）。深き神の愛を知るものは審判を見て、いかに神が我々を試み我々を立ち帰らしめんとしたもうかを悟るであろう。雲翳うんえいは黒い、しかし雲表には太陽が輝いている。


  



  第七講 犠牲、羔の怒り


  



  第六章九節以下（十月二十七日）


  



  　罪の酵素世に生じてより、戦乱、闘争、飢饉しかして疫病、地は審判に審判を積まんとする。帰結するところは塋穴えいけつである。かくのごとく四騎士をもって象徴されたる審判は現世的社会的のものであった。


  　第五の封印が解かれて見れば、今までとは異なり祭壇が据えられてある、その下に群れいるは無衣の霊魂の一団である。彼らは大声に呼ばわりて言う、


  
    聖にして真まことなる主よ、何時いつまで審さばかずして 地に住む者に我らの復讐をなしたまわぬか。（一〇節）


  


  　不義が世に蔓はびこり暗黒は地を蔽う、義者の血は徒いたずらに流れ弱者の声は虚空に消える、これあるべきことであろうか。迫害はいつまでも絶えないのであろうか。犠牲の血のために復讐はないのであろうか。神は公正なる審判者にては在いまさぬか。義者の血の復讐を願うは私憤ではない、神に生くる者の義憤である。そこに小我はない、大我がある。内なる我の義しき訴えである。義が立つか立たぬかの大問題である。神は義の復讐をなしたまわぬかと云うのである。天に成るごとく聖旨みむねの、地に成らぬこといつまでであるかと訴えまつるのである。聖言みことばの無みせられ、キリストの証しの踏みつけられることは、義者の憤激である。「預言者たちの殺され、遣わされたる人々の石にて撃たれ」しこと、義人アベルよりこの方幾何いくばくであろう、悲惨なるは世界の歴史である。


  　彼らの切実なる祈りは至聖所に達した、一人一人に応えて神は無縫の白衣を授けたもうた、神は彼等に対したとえ現実には絶望に見ゆるとも、


  
    なお暫しばらく安んじて待つべし。

  


  と諭さとしたもうた。深き同情と愛である。「我すでに世に勝てり」と宣のたまいし聖子みこの、確信に満ちたる慰めの聖言みことばである。我らはこの聖言みことばを静かに味わうべきである。キリストの賜う平安、何者がこの平安を奪い得ようか。神の約束したもう希望、何人がこの光を消し得るか。誠に義者の血は聖前みまえに貴く、かれらの霊魂は暴虐しえたげと強暴あらびより贖われる（詩七二の一四）。義と公平をもって神はその苦しめる民のために裁きたもう。与えられし白衣はすなわち彼等の勝利の兆きざしである。「わが霊魂たましいよ、黙してただ神をまて、そはわが希望のぞみは神より出いづ」。彼らのごとく殺害せられんとする同じ僕しもべたる者と兄弟との数の満つる日まで彼らは待つであろう。迫害と待望。かくてこの審判は宗教的である。


  　第六の封印が解かれた。先ず大地震、引き続く天変地異。「日は荒き毛布けぬののごとく黒く、月は全面血のごとくなり、星は無果花いちじくの樹の大風に揺られて生後なりおくれの果みの落つるごとく地におち、天は巻物を捲まくごとく去りゆき、山と島とはことごとくその処を移されたり」と。壮絶凄絶なる宇宙的審判コスミカル・ジヤジメントである。


  　審判は社会的、宗教的、しかして宇宙的である。何者の憤怒であるか、かくも大いなる憤怒は。曰く「羔こひつじの怒り！」。語は至って奇異である、羔は言うまでもなく柔和なるものの代表であり、怒りは情意の嵐である。矛盾したる語にして「羔の怒り」と云うがごときは多くあるまい。けれども柔和なる者の隠忍いんにんは義のため竟ついに爆発しなければならぬ。その時その勢いは、堤が決潰して轟とどろく洪水のごとく、何ものもこれに当たることが出来ない。イザヤ書第五十三章に預言されし柔和なる者が怒らねばならぬこの一事は、そもそも何を語るのか。この世界の奥には断じていい加減で済ますことの出来ない大いなる事実が存在する。人生の現実リアリティーにぶつかってウンともスンとも言えなくなった者はこの厳粛なる実在を見た。宇宙は十字架を要求する。キリストは羔になりたもうた。これがいい加減のことであろうか。芸術よ汝の道を歩め、道徳よ汝の行いを為せ、哲学よ汝の探求を続けよ、科学よ汝の創造を試みよ。けれども人はもう一度考えなおさねばならぬ、


  
    「羔の怒り」！（HE ORGE TOU ARNIOU）

  


  なる一語を。この一語の中にすべてがある。十字架のキリストはやがて審判のキリストとして現われたもう、二者を引き離して考えることは絶対に不可能である。


  　すべて空しき権勢、栄誉、財富を得て神を信ぜざりし者の数に入り、審判の日到りてヨハネが幻に見しごとく山と巌いわとに対むかい、「請う、我らの上に墜おちて御座みくらに坐したもう者の御顔みかおより、羔の怒りより、我らを隠せ」との叫喚の声を発するか、それとも世にありて信仰の一途を歩み果おおせ、審判の日来たりてなお主よ憐みたまえとよりすがるか、道はこの二者あるのみ。此これか彼かれか！


  



  第八講 神の印


  



  第七章一～八節（十一月三日）


  



  　黙示録の解釈にはおよそ四通りの途みちがあると思われる。第一は合理的に観みる人々でキリスト教原始時代の歴史的事実のみをとり来たりて跡づけんとするのであるが、これはかえって事実に対する牽強附会けんきょうふかいに陥り、科学的に似て実は方向をあやまれるものと言うべきであろう。この派の人と目すべきスイートのごとき、信仰深くとるべき説あるにも拘わらず、大体において賛成することが出来ない。第二はいわゆる正統派の信者の観方みかたであって、聖書は神の言ことばであるがゆえに文字通りに解せんとする。神の言ことばであるがゆえにすべて信ぜんとするはしかるべきことであるが、しかし言辞そのままの表面の意に拘泥こうでいすることはかえって文字の真意に対する曲解である。これ神の言ことばを把握すべき態度であるとは考えられぬ。この流に属する人にサイスがある。彼の講説聴くべきところなしとせず、彼の書は霊の力旺溢おういつせる立派なものではあるが、しかしかくのごとき読み方に与くみすることは出来ない。第三の人々は、第一の者のごとく当時の史実と照合せしむるにあらず、また第二の者のごとく未来の文字通りの預言とも解せず、およそ事実の具体的表現をここに見るをあやまりとなし、神の原理プリンシプルをこれより抽象すべきであると主張する。これにミリガンのごとき堂々たる学者がある。この読み方は正しくはあるが、不完全であると云わねばならない。預言は原理の外に歴史的事実を要求するがゆえに、かくのごとき読み方はこの預言書の生き生きした姿を影うすくするものである。黙示録が我らの眼前に投ずる所はもっと濃きはずである。かくて原理を把握することに眼目をおきながら、その預言の具体的事実を聖書全体に照合して見定めんとする第四の態度がある。この態度、すなわち聖霊の光により聖書常識と自己の体験とをもって読むのが最も正しきものであると思う。アルフォードの解釈は大体第四の道である。今第七章の前半を読むに当たって以上の注意をなしたわけである。


  　第一の歴史派に言わせるとこの第七章前半は紀元第二、三世紀頃の事実を預言したものにすぎぬことになり、第二によれば世の終末におけるキリスト者の中より血統的ユダヤ人のみが云々と云うことになり、第三によれば何時いつまでともなく何人を問わずと云うこととなり、黙示録の預言の事実とその段階プロセスを無視したわけで理にもあわぬこととなろう。


  　そこで我々はかく観みるべきであろう、「イスラエルの子らの諸族もろもろのやからの中うちにて印いんせられたるもの合わせて十四万四千」とは、第六の封印の解かれた時すなわち世の終わりの頃にあたって、生き残れるキリスト者の印いんせられたるものが全き数に満ちていると云うのではなかろうか。十二は完全を意味し千は天的の数である、千が十二倍されたることは時満ちて数全きを表わすのであろう。全きとは欠けなきことであって、数の多寡を言うのではない、救わるべきもの一人として漏れなきを云うのである。諸族もろもろのやからとあるは信仰状態の差別を意味するのであろう、「日の光栄あり、月の光栄あり、星の光栄あり、此この星は彼かの星と光栄を異ことにす」るのである。しかしいずれとして救いに漏るべきでない。かくてこそ始めて生きた信仰がある、自由と統一と調和とをもって神を讃美し得るのである。


  　さて立ち帰ってこの章を始めより読むに、神はあたかも神の僕の額に印いんすることを忘れいたまいしかのごとくある。あやうくも四人の御使いをして暴風を捲まき起こさしめ、審判を行い、苦難を降くださんとするところであった、義人をも共に亡ぼさんばかりに。しかしそこが神の神らしきなさり方である。人のなすごとくプログラムを立てて外形の整ったやり方は、神の採とりたまわざる処、神のやり方は、忘れて「一寸ちょっと待て」と云う式である。もちろん神の「一寸ちょっと待て」は狼狽のそれではない、決して単なる物忘れではない。神には無計画の計画がある、無法則の法則がある。神の聖業みわざは人の想おもいを超えて奇しくある。「わが思いは汝らの思いと異なり、わが道は汝らの道と異なれり」、とかつて預言者に告げたまいし通りである。人はただ神が寸毫すんごうも義の道を踏み外したまわぬことを信ずべきである。神の道がすなわち義である。


  　この時印いんして選ばるる十四万四千は幸いなるかな。彼等はいかなる人々であろうか。前章の終わりに列挙せられしごとき現世に幸いであったものの反対の人々であろう。兎に角真実に十字架の生涯を終りし人々であるにちがいない。「白く塗りたる墓のごとき」人はここに姿を見せず、襤褸ぼろを纏まとうも心直き僕らが数えられよう。「人の心腸を視みたもう」方の審判は、人の眼に奇しきところである。


  　禍害わざわいまさに至らんとするにあたっての祝福である。「敵前の筵えん」である。天来の祝福は戦いなきところにはない。艱難の秋に天福は降くだる。信者の生活の糧はこれである。敵は内にありまた外にありて絶えざるに拘わらず、信者には別の豊けき消息がある。この世の富のごとき楽しみのごとき、これに比してあまりにもあわれである。詩第二十三篇をわがうたとして、何をか要せん。


  　額に印いんせらるるとはいかなることか。消極的には他と区別して禍害わざわいを免れしめんため、積極的には神の属有ものたるの保証であり来たるべき祝福の徴しるしである。この時至るまで艱難の試煉に堪えしものは、世の終わりの禍害わざわいをまぬかれるべく別わかたれるのである。彼らは「邑まちの中うちに行わるるところの諸々もろもろの憎むべき事のために歎き哀しみたる」人々である。彼等の額には見えざる神の記号が刻まれてある。彼等の額は神の讃美に輝いている。


  　神の印いんせんとしたもう者は一人のこらず印いんせられるであろう。ここに一万二千また一万二千と数え立てらるるは形式的なる反復ではない。その「数を調べてその万象ばんしょうをひき出いだし各々の名をよびたもう」主は、一つも欠くるところなく呼びたもうのである。神は一人一人の魂をどれほど深く顧みたもう方であるか！神の真実を憶ゆべきである。かくのごとき深き愛と真実の神を知って、人の心真実となり虚偽に遠ざかるならば、神の欣よろこびは恐らく大であろう。神の印いんは真実の神の恩恵である。真実の心のみがこの恩恵をみだりにしないであろう。


  



  第九講 血に白くせられたる衣


  



  第七章九節以下（十一月十日）


  



  　我々はすでに第六章の研究によって、世の終わりにいかなる事変が起きるべきかを学んだ。すなわち国際戦争あり、階級闘争あり、飢饉来襲し、疫癘えきれい跋扈ばっこすると云うごとき世俗的災禍の来たるのみならず、殉教者の数満つるまでの迫害すなわち宗教的禍害わざわいがあり、加うるに天動地変と共に大いなる宇宙的審判の起きるべきを学んだのである。次ついで第七章の前半においては、第七封印の解かれるに先だちキリスト者は「活いける神の印いん」をもって印いんせられるのを観みた、それは地にて起きるべきことであった。


  　さてヨハネの幻はこの度たび天上の光景に移る。第六封印と第七封印との間における一つの美しきエピソード的場面である。


  　大群旅が屯たむろしている、もろもろの国・族やから・民・国語の中より選ばれたる人々である。白雲と見まごう皓々こうこうたる大集団は緑葉をもって綾なされている。彼らは御座みくらと羔こひつじとの前に立ち列ならび、大声に呼号している。それに応じて御使いの大唱和が御座みくら及び長老たちと四つの活物いきものとの周囲まわりより起こる。聖なる讃美は高く聖座みくらに昇り遠く無涯に響く。


  　これを観みてヨハネの胸ぞこ深く印いんせられしものは何であったか。大調和、大平和、いまだかつて目に見しことなく、耳に聞きしことなき驚くべき調和平和である。これらの人々からは一切の不自然、疎隔、蟠屈はんくつなどが撤去されている。驚異すべきことでなくて何であろう。翻って顧おもう、現実の社会はどうであるか。そこにいかなる平和と調和があるか。僅少の人が集ってさえ、すでに不調和菌が発生しているではないか。嫉妬あり、憎悪あり、欺瞞あり、叛逆あり、奸策あり、闘争がある。何と醜悪なところであるのか。這般しゃはんの太平洋平和会議においてすら、多くもなき諸国の代表が集って角つきあわせをやり、それはまず成功をもって終われりと報ぜられているに過ぎない。現世の調和平和のごとき、およそこの類いである。


  　ヨハネ熟よく視みるに、彼らはいずれも真白き衣を纏まとうている。純白は純潔の容姿であり、勝利の表徴である。彼らはまた一人一人が手に手に棕櫚しゅろの葉を翳かざしている。これまさに凱旋の旗幟きしである、各人がその戦いに勝って凱旋したのである。彼らの面貌は厳おごそかなる歓びに満ちている。この荘厳なる光景を目撃したるヨハネは、何ごとをか言わんと欲した。長老の一人が彼の心を察して言い出いでた、


  
    この白き衣を着たるはいかなる者にして何処いづこより来たりしか

  


  と。己れの問いを問うてくれた彼に、ヨハネは言った「それを聴きたいのです、あなたはそれを知っておられる」。長老答えていう。


  
    彼らは大いなる患難より出できたり、

    羔の血に己が衣を洗いて白くしたるものなり。（七の一四）

  


  この一言こそはキリスト者の何たるかを道破して遺憾なき不滅の語である。これはただ涙と血とをもって知るべきものである、全生涯をもってわがものとすべきものである。真理に生きんとする者に悩みは必然の糧である。「義しき者は患難なやみ多し」である。いかなる人が真に生きたと云うか、ただなやめる人のみが真に生きたのである。何に触れた人が本当に生きたのか、永遠の実在性は何処に感ぜられるのか、ただなやみの中にのみ永遠の実在は感ぜられる。しからざる一切のものは煙に等しい。なやみは避くべきでない、ごまかさるべきでない。安価なる現世的手段によってこれを癒さんとする者は禍わざわいなるかな、しかせんとする者はいまだ本当のなやみをなやんでいないのである。なやみのために自尽じじんする者は、自尽そのことの非にも拘わらず、なおはるかに虚偽者、ごまかし者にまさる。


  　天上のこの大集団には、真剣な戦いをなしてなやみを糧としなかった者は一人もいない。ここは閑人の楽土ではなく、戦士の天国である。見よ、勝利者の眼眸ひとみの輝きは雨後の虹霓こうげいのごとくであるを。しからば彼らはいかにしてその目ざましき戦いを戦うことが出来たのか、いかにして天国に来たり聖座みくらのもとに侍はべるをゆるされたのか。羔の血によってである。彼らが内外の戦いに真面目に戦いて、多くの傷を負いつつも癒され、敗れつつも勝ったのは、ただ主の十字架によってである。彼らもまた同じ罪人である、否彼らは光に接していよいよ己が罪の罪たることを知ったものである。彼らはただ羔の血によって潔められることよりほかに、潔くなる道を知らなかった。そうでなければ彼等もまた罪の中に亡びてしまうよりほか、行くべきところはなかったのである。彼ら必然ほろぶべきものが羔の愛によって救われたのである。羔の救いを信ずることのみが彼らのすべてであった。彼らはこの十字架の恩寵に涙を流して感謝して来た、従った、戦った、そして信仰の中に一度死んだものである。


  　この十字架の恩恵が新しき生命でないならば、むしろキリスト者たることをやめるがよい。羔の血のみが我らの衣を白くする、みじめな我々の努力の一切の戦敗をおどろくべき勝利にかえて下さるのは、彼の十字架である。十字架を知らんとする人は、ただひとりにて、敢えて十字架に往くことあるのみ。パウロしかり、アウガスチンしかり、ルーテルしかり、バンヤンしかりであった。彼らはこの羔の血に跳び込んで白き義を衣せられ、新しく立った。すべてのキリスト者はかくのごとくである。


  　彼ら大集団の中には迫害を蒙こうむりて殺されし人もあり、人の知らざるところにて犠牲の羊とせられ曠野に果てし人もあり、受くべからざる責を負い罵られて失せたるもあり、その存在世にはかくれて深き悲しみと愛に生きし人もある。その顔の異なるごとくそのなやみも人々相異なる。これら大集団の人々に与えられたる勝利と平和の個々と全体、その美しさ何にか比たぐおう。


  　アウガスチンが言ったように、人の霊魂はもともと神のために創つくられし以上、み許もとに帰るまでは平安を得ない。現世の信仰生活においてすでにそのことを経験するのではあるが、しかもこの世では竟ついに本当に聖顔みかおを見ることが出来ない。しからば我らにとり「目醒むる時、聖容みかたちによりて飽きたることを得る」ほど、願わしきことはないのである。来世においては神と人との間の雲が消え、秋の空もその澄明ちょうめいをたとえるに足りないであろう。主にありて人は最も高き人格の交渉に入り得るであろう。来世の輝かしさよ！


  
    このゆえに神の御座みくらの前にありて昼も夜もその聖所にて神に仕う、

    御座みくらに坐したもう者は彼らの上に幕屋を張りたもうべし。（七の一五）

  


  　彼らの讃美は昼に夜に絶えない。絶えざる讃美とは、いかなる状態にあるも真実もて神につかえまつることである。神は彼らの上に幕屋を張りたもう、朽つることなき永遠の家である。彼らは神に瞳のごとく守られる。神の幕屋の平和よ！


  　彼らは重ねて飢えず、重ねて渇かない、日も熱も彼らを侵おかすことがない。神に拭ぬぐわれるのでなくしては竟ついにその跡を絶つべくもない涙は、彼らの目よりことごとく拭われる。一切の悲しみの根本的除去がなされる。キリストは彼らを牧して生命いのちの水の泉に導きたもう、詩第二十三篇はさながら現実となろう。永遠の生命の 喜悦である。何たる感謝すべき生活であろうか。


  　パウロは信者が復活すべきことを記して信を与え、ヨハネは復活の生活を伝えて望みを贈る。共に復活したまいし主御自身の黙示である。かくて我らの信仰もただ主の聖言みことばにかかるのである。


  



  第十講 審判大自然に降る


  



  第八章（十一月十七日）


  



  　残る唯ただ一つの、第七封印を羔こひつじは解きたもう。神の大経綸は一大展開をなさんとする。ヨハネはここに何を観みたか。沈黙の静寂である。万軍と天使との力ある讃美の声は鳴りをひそめ、万籟ばんらいも闃げきとして黙した。神の沈黙は昊天こうてんを蔽うた。これより一段と厳粛なる審判が起ころうとするのである。


  　沈黙は人をその本心に立ち帰らしめる。騒がしき時に聞こえざりし声が響いてくる。俗物に遮さえぎられて見えざりしものが現われてくる。雑念に禍されて考えざりしことが心の扉を叩く。霊性をして枯死せしむるものは沈黙の欠乏である。近代人は沈黙の何たるかを知っているのであろうか。


  　ヨハネの観みし森闃しんげきとして静まれる沈黙の深さよ。すべてのものはこの時過去を回顧して罪業と恩恵の歴史を想おもい、未来を望んで来たらんとする審判と憐憫を待つのでないか。しかり、万物の黙祷である。黙すことは神と親しく語ることである。


  　ヨハネはかくて神の前に七人の御使いの立てるを見た。彼らには七つのラッパが与えられている。やがてラッパは七人の天使の口に。沈黙は破れんとする、天は動き地は揺がんとする、大いなる審判は来たらんとする。


  　また他の一人の天使が現われる。聖徒達の祈りに加えて香の煙を神のみ前にのぼせる。これ天使の加祷である。友の祈りが力であり援軍であるように、天使のいのりは神の僕らに大いなる慰めであろう。一つのいのりも空しくは帰らないであろう、その聴かるるさまの意外なるに、かえって驚く時がやがて来るであろう。神は頭髪の一つをも数え、落つる木の葉の一つをも知りたもう方であれば、聴かれざる祈りなしとの主の聖言みことばは完全に成就するであろう。神らしさにいかほど驚きの目を瞠みはるとも、なお足らざるときが来るであろう。思え、天に大いなる執り成しの祈りあることを！


  　正邪混沌として分明ぶんみょうならざりし世界は、今や神の義しき審判の簸揚はように遭わんとする。全天の沈黙、厳粛なる黙祷終るや、御使いは香炉を把とり、これに祭壇の火を盛って地に投げた。轟然として起これるはすなわち雷霆いかづちと声と電光いなずまと地震。これぞ審判の烽火のろし、地に聖憤は降くだらんとする。「エホバの目は義しき者を顧み、その耳は彼らの号叫さけびに傾き」、「エホバの聖顔みかおは悪をなす者に向かいて、その跡を地より断ち滅ぼしたもう」そのことは今まさに成就せんとするのである。


  　時こそあれ、備え成りし天使のラッパは第一の爆発を火山のごとく。前後相次ぐ四つのラッパの吹奏につれて撃たれしものは、地である、樹である、青草である。海である、その生物いきものである、海上の船である。川である、それに因ちなみてまた人である。さらに諸々の星である。審判はかくのごとく主として自然界に臨み、そのおよそ三分の一が撃たれて失せた。


  　審判先ず自然にのぞむ、これは人類にとって痛きことでなかろうか。聖書は告げる「土は汝のために誼のろわる」と。創世間もなき時人の罪のために誼のろわれたる自然は、また世の終わりに当たって神の審判を受けねばならぬ。自然は人の親しき伴侶、忠実なる僕婢ぼくひである。彼ら亡び失せて、人に痛苦なかろうか。


  　こころみに思う「樹の三分の一、焼け失せ」の一句を。樹は我々にとっていかなるものか。日常生活におけるその外的効用を思うても枚挙に遑いとまなかろう。しかし樹の我らになくてならない所以ゆえんはこれら一切の効用のゆえにあらずして、その存在自体が人の心に触れる何ものかを有もつがゆえである。知る人ぞ知る、樹は人の友である。


  　自然の三分の一が害そこなわれてのち、一羽の鷲が中空を飛翔しつつ呼ばわるのをヨハネは見た。禍わざわいなるかな三呼、なおも三つのラッパにより三つの禍害わざわいの来たるべきを告知する。


  



  第十一講 ヨハネ黙示の一齣


  



  第九章（十一月二十四日）


  



  「黙示録講義」の「底なき坑の蝗」並びに「騎兵二億」参照。


  



  第十二講 神の奥義は成就せらるべし


  



  第十章一～七節（一九三〇年二月九日）


  



  「黙示録講義」参照。


  



  第十三講 巻物を食らう


  



  第十章八節以下（二月十六日）


  



  　大海と大地とに脚を架し右の手を大空にさしのべて偉大なる神の奥義成就の預言をなしたる強剛の天使は、その掌に展ひらきたる小さき巻物を持っている。先程「七つの雷霆いかづちの語りしことは封じて書き記すな」との禁令を発したる天の声が、此度はヨハネに「取れ」と命じた。彼は御使いのもとに往いてその小さき展ひらかれたる巻物を請うた。これは読まれるためのものであろうか。しかるに、意外なりしは天使の言ことばである。


  
    これを取りて食らい尽くせ、さらば汝の腹苦くならん、

    されどその口には蜜のごとく甘からん。（九節）

  


  　天来の声、意表に出いづることおよそかくのごとくである。ヨハネは巻物を食らわねばならぬ。それも生半可な食らい方では駄目である。食らい尽くさねば本当の味が解らない。それは生命いのちがけのことである。しかり、神の声はこれに応えるに生命がけをもってせられねばならぬ。神は爾しかく全霊をもってする信頼を要求したもう。「鍬くわを手に執って後うしろを顧かえりみるものは神の国に相応ふさわしくない」のである。わが思いわが望みを神にゆだねてしまう時、始めて神の与えたもうものの何であるか、神の示したもう道の何であるかを確知するであろう。「今日われに死のう、明朝は主の生命に甦るであろう。」


  　ヨハネは言わるるまま巻物を食らい尽した。いかにして巻物を食らうことが可能であろうか。ただ信である。信仰によってのみ食らうことが出来る。ヨハネは食らい尽くして見るに、それは本当に天使の言いしごとく口には蜜のごとく甘くあった。信による敢行、これ真理への道である。かくて真理のいかに甘きものなるかを味わいし者は、真理がどれほどそれ自体のゆえに慕われるべきものなるかを知る。彼は真理そのものの甘さに喜悦の原因と結果とを知って、その他に求むる心を有もたない。彼は真理に夜明け、真理に日暮れ、真理に眠り、真理に目醒むるを喜悦とする。哲人スピノザの生涯はその典型的のものであったと云えよう。彼こそは真理を歩み、真理を息づき、真理を有もった。


  　されども口にかくも甘き巻物は腹に苦かった。聖書は我らの前に展ひらかれたる巻物である、我らもまたこれを食らうにあらずんば血とも肉ともならない。聖書を食らうとは、言うまでもなく聖言みことばに従って歩くことである。本当に歩くか歩かないか、これが信仰の真偽の岐わかれ道である。歩くことは苦しむことである。天国に至る道には乗るべき車などは一つも待っていない。そこには躓きの石もあれば、からむ荊棘もある。往昔おうせき「幾何学者にあらずんばこの門に入るべからず」と記された哲人の学校があったように、「十字架を負うにあらずんばこの道をゆくべからず」と示した十字標を人は見るであろう。「われ汝の言ことばを得てこれを食らえり、汝の言ことばはわが心の喜び楽しみなり」と言ったエレミヤは、「何故にわが痛みは息やまず、わが傷は重くして癒えざるか」と叫びてこの道を証あかしした。「読書に熱心になり視力を酷使したので、わたしは視覚の霊を甚はなはだしく弱め、すべての星が一種の暈かさに隈どられるように見えた」と告白するほど真理の探究に日も夜もなかりしダンテは「別の道」をひとり辿らねばならなかった。「年ごとに季節は帰れど、私には帰らない」と言ったミルトンの真理の証示と暗き旅路とを思わないか。スピノザにとっても、カントにおいても、真理は無二の伴侶であった、そのためにこの世的の満足はすべてこれを棄てたのである。パウロは云った、「われはキリストのためにただに彼を信ずることのみならず、また彼のために苦しむことをも賜りたり」（ピリピ一の二九）と。また「われ今汝らのために受くる苦難くるしみを喜び、またキリストの体なる教会のために我が身をもてキリストの患難なやみの欠けたるを補う」（コロサイ一の二四）と。腹に苦きものを有もたざるものは神の民ではない。真理の徒ではない。


  　霊くすしき巻物によって深き真理を啓示されしヨハネは、預言者としての第二期に入るべきを自覚した。彼はさらに大いなる預言の高所たかどに飛躍しなければならないことを予知した。時にある者の声ありて曰く、「なんじ再び多くの民・国・国語くにことば・王たちにつきて預言すべし」と。


  



  第十四講 神度りたもう


  



  第十一章一～二節（二月二十三日）


  



  　ここにヨハネの預言はその第二期に入る。何に拠よりてかく判定するか。前章の終わりにおいて「汝再び預言すべし」と言いしある者の声が、この章の始めにおいてさらに宣するところの内容に依よる。ヨハネこの度たびは、巻物とは打って変わりたる杖のごとき間竿けんざおを附与された。かくてその言うところの声を聴くに、「立ちて神の聖所と香壇とそこに拝する者どもとを度はかれ云々」と。巻物の天使によってある深き体験と自覚とを得たる彼は、今や立ちて自ら度はかることをゆだねられたる使徒となった。今までは観みているものであったが、この度たびは働くものとなった。従来の傍観者スペクテイターたる立場から役者アクターたる地位に移った。預言を書き記す者たりし彼はそれを行う者の一人となり、神の重大なる審判の聖業みわざに直接関与することとなったのである。


  　古いにしえの預言者もまたそうであった。彼らはすべて神の言ことばを聴き神の幻を観たのみならず、またそれらの啓示に生きたる人々であった。彼等の生活そのもの、存在そのものが預言であった。真に哲学する人が哲人であるごとく、真に神の言ことばに生くる者が預言者である。アブラハム、モーセ、ホセヤ、エレミヤ、みなしかり。すべてキリストに属つけるものはキリストに属つける者のごとく在らねばならない、生きねばならない。薔薇ばらの香りがおのずから園に漂うごとく、キリスト者の存在はそれ自体何ものかこの世のものと異った香りを放っているべきはずである。


  　さてヨハネの度はかるべく命ぜられたる対象は、神の聖所と香壇とそこに拝する者どもであった。神の宮と礼拝者のことであるから、エクレシヤ（召団）と解すべきであろう。その声は続けて「聖所の外の庭は差措さしおきて度はかるな」と禁令を発している。ここにおいてか知る、エクレシヤとそれ以外のものとが判然と区別されていることを。かかる差別をなすは、神にもあるまじき偏見であろうか。否、事実はその正反対である。試みに聖書の第一頁を展ひらいてよめ、混沌たる無差別の地の上に神は「光と暗やみとを分ちたもうた」とあるではないか。また聖書の最後の章には何と言ってあるか、「不義をなす者はいよいよ不義をなし、不浄をなすものはいよいよ不浄をなし、義なる者はいよいよ義を行い、清きものはいよいよ清くすべし」。義と不義、浄と不浄の隔絶無縁の宣言である。誠に聖書は旧約の始めより新約の終わりに至るまで、執拗と思われ偏狭と難ぜらるるまでに差別を道いう。妥協は聖書の厭うところ、調和は聖書の勧めざるところである。生命いのちに至るの道は狭い。差別道を通るにあらざれば、永生の泉に達することは出来ない。差別の厳おごそかなる所以ゆえんを知るにあらざれば、福音は未だしと云わねばならない。キリスト者の道は竟ついに現世の何処にも見当らない。この世に対するキリスト者の徹底的差別道は死の道である。これほどの根本的差別は、現世の事物のいかなる差違の間にも存しない。何となればキリスト者の道のこの世の道に対する差別は種類上の差であるのに、この世の道相互間の差別は畢竟ひっきょう程度の差を示しているにすぎないからである。崇高なる理想主義も要するに川の此岸しがんの道であって、彼岸ひがんの道との間には深淵の横たわれるを如何いかんせんである。キリスト者はダンテのごとく一度死の国へ降りて行かねばならない。「我は神に生きんために、律法おきてによりて律法おきてに死にたり。我キリストと共に十字架につけられたり。最早もはやわれ生くるにあらず、キリスト我が内に在ありて生くるなり。今われ肉体に在りて生くるは我を愛して我がために己が身を捨てたまいし神の子を信ずるに由よりて生くるなり」、血の出るようなパウロの告白である。これのみがキリスト者道である。


  　さてヨハネの度はからしめられたるエクレシヤが、いわゆる教会でないことは論を俟またない。真正のエクレシヤに属する人々の何人たるかは神の厳正なる審判の中にあることであって、何人もこれを知ることが出来ない、またゆるされない。何となれば人は人を審くことをゆるされないからである。神のなしたもう差別には、人の意外とするところ如何いかに多くあることであろう。神の審判は深くして義ただしい。ただキリストに真に信頼し親しむ者は、神のエクレシヤのいかなるものなるかをほぼ知るにちかいであろう。


  　「不信者と軛くびきを同じうすな、釣り合わぬなり、義と不義と何の干与あずかりかあらん、光と暗やみと何の交際まじわりかあらん、キリストとベリアルと何の調和かあらん、信者と不信者と何の関係かかわりかあらん、神の宮と偶像と何の一致かあらん、我らは活いける神の宮なり、すなわち神の言いたまいしがごとし、曰く『われ彼らの中うちに住み、また歩まん、我かれらの神となり、彼らわが民とならん』と」（後コリント六の一四～一六）。ヨハネの測らしめられたのは「神の宮」であった、神に属つける者らであった。何のためにであるか。それを所有し保存せんがためにである、審判さばかんため、亡ぼさんためではない。神は神に属つける者を知りたもうのである。「エホバは義しき者の途みちを知りたもう、されど悪しき者の途みちは亡びん」（詩一の六）、「彼は己に依り頼む者を善く知りたもう」（ナホム一の七）、「されど神の据えたまえる堅き基もといは立てり、これに印いんあり、記して曰う『主おのれの者を知りたもう』また『すべて主の名を称となえる者は不義を離るべし』と」（後テモテ二の一九）、等とあるがごとし。神がどれほど人を知りたもう方であるかは、詩篇百三十九篇にいみじくも記されてある。「神はかりたもう」、「神知りたもう」、「神観みたもう」である。これ、神に信頼するものにとり大いなる福音である。傾きもしよう、倒れもしよう、しかし神の聖手みては信ずる者の上にある。これによりて新しき力と新しきのぞみに立ち得るのである。


  　かくも差別を主張する聖書は、他面において無比の美事みごとなる統一を唱道する、万物帰一という偉大なる真理これである。パウロ獄中の記なるエペソ、ピリピ、コロサイの三書信等はその著しきものである。しからばこの差別主義と帰一主義とは聖書の自家撞着じかどうちゃくであるのか。決してしからず。差別と帰一、審判と救贖きゅうしょく、ここにキリスト教の奥義の深さがある。曰く「すなわち時満ちて経綸に従い、天に在るもの、地にあるものをことごとくキリストに在りて一つに帰せしめたもう、これ自ら定めたまいし所なり」（エペソ一の九、一〇）。


  



  第十五講 神の力


  



  第十一章三～一三節（三月二日）


  



  　アタエルロイ、解いて「汝は覧みたもう神なり」（創世一六の一三）と云う。ヨハネをして「神の宮」を測らしめたまいし者は、熟々つくづく視みて知りたもう神であった。


  　聖所の外の庭は異邦人の属ものである。彼らは四十二ケ月の間、聖なる都を蹂躙するであろう。しかるに神はまたここに二人の証人しょうにんに権を与えたもうた。この二人は荒布を纏まとうて同じ月日の間預言せしめられる。両者の何人であるかを今問題としない。兎に角いつの世にも必ず預言者がある。ヨハネの聞きし声によれば、彼らは地の主の御前に立てる二つのオリブの樹であり、二つの燈台である。昔預言者ゼカリヤが天の使いに燈台とその両側に立つ二株のオリブの樹とを示されたことがある。ゼカリヤそのオリブの意を天使にたずねたるに、彼は答えて曰った「これらは油の二箇ふたりの子にして全地の主の前に立つ者なり」と。燈台は油により、油は大地に生えるオリブのものである。キリスト者は聖書による、聖書は神の口より出でし聖言みことばである。我々にとっていかなることが最も貴いか、真理を証明する生涯自体であろう。しからば真理の証明はいかにしてなさるべきであろうか。ある人々は自ら輝かんとした、彼らは実際光を放ちもした、しかしそれは要するに真理の枝葉の証明にすぎなかった。しかるに他の人々は自ら輝かんとはしなかった、彼らはある真理自体なるものの前に自らを据えた、この不滅の陽光を受けて彼らは光った。彼らは根幹の真理に生き且かつ証あかしした。彼らの光はその強弱を問わずすべて永遠の光である。不滅の光明に連つらなれる彼らには永生がある。真に偉大なる人々、また真に生きた名もなき男女、すべて真の生き方はこのごとくであった。


  　かくのごとき人々にあっては、ヨハネが二人の証人しょうにんについて聴きしがごとく、「もし彼らを害そこなわんとする者あれば、火がその口より出いでてその敵を焚やき尽くす」のである。彼らは学者のごとくならず権威あるもののごとく戦う。彼らには神より来たる驚くべき力がある。将軍ゴルドンがかつて言ったことがある、自分は大工の手にある道具のようなものである、切れなくなれば大工が研とぐまでである、もし大工がこれを不要とするならばまたそれまでである、ただ大工の心のままになればよい、と。キリスト者は誰人よりも己れの弱きを知る。彼等はつまらぬ器であるけれども、名工が研とげば切れるように、聖言みことばによりて力あるものとなる。彼らは聖言みことばの力によりて何者にも勝ち得るのである。「エホバはわが光わが救いなり、われ誰をか畏れん、エホバはわが生命いのちの力なり、わが懼おそるべき者は誰ぞや」（詩二七の一）とは、彼らの賜われる権威である。


  　しからば彼らは果たして悪を地より絶ち滅ぼすほどの勝利を博したか。事実はまさにその反対である。この二人の証人しょうにんについての預言を聴くに、「彼らがその証あかしを終えんとき底なき所より上る獣ありてこれと戦闘たたかいをなし、勝ちてこれを殺す」と云うのである。空しき風の人は多く、真理の人は少ない。十字架の死は来たる、嘲笑の磔殺たくさつである。地に住む者らその死を喜び、その屍しかばねを曝さらす、彼らにとりて真理の人は蛇蝎だかつにも等しきがゆえに。権威ある者の敗滅、この世の智者の勝利である。神は果たして彼ら証人しょうにんを見棄てたもうたのであろうか。しかり、神は一度これを見棄てたもうた、底なき所より上る獣の一味徒党は勝った。されども驕戦いづくんぞよく久しからん、彼らの勝利は要するに三日天下である。この二人の証人しょうにんについての輝かしきその後のおとずれを聴こう、曰く「三日半の後生命いのちの息、神より出いでて彼らに入いり、かれら足にて起たちたればこれを見る者大いに懼おそれたり」と。復活である、勝利である、凱旋である。彼らの勝利は始めから内的であった、外的の大敗北は内的の大勝利であった、かくて彼等の勝利は終ついに死の彼岸ひがんに至りて輝くのである。聴け、天に大いなる声ありて「ここに昇れ」と云うを。彼らは見る見る雲に駕がして天に昇り、敵は戦慄しつつこれを見遣みやる。天怒りて地震ふるわざるを得ず、地震ふるいて人死せざるを得ない、生き遣のこれる者ら懼れを抱き、今にして漸ようやく栄光は義しき者に帰すべきを悟りたるもののごとく、地の極はてより天の神に栄光を帰するのである。


  　かくて我らはキリスト者の生涯にはたらく神の力を知る。神の力は信ずる者に犯すべからざる厳おごそかなる権威を与え、地にありてはそのゆえにかえって敗北を来さしめ、ひとたび十字架の死を遂げしめ、終ついに復活の勝利を羸かち得しむるものである。誠に神の勝利であれば、神に限りなき栄光を帰しまつるべきである。


  



  第十六講 最終のラッパ


  



  第十一章一四節以下（三月九日）


  



  　封印開かるること七たび、吹奏改まることすでに六回。準備は長くあらねばならぬ、結末は重くあらざるを得ぬ、始め創造の五期を経て人類の造られしがごとくに。先に第四の天使ラッパを吹いて天体の三分の一失せし時、一つの鷲中空を高翔こうしょうしつつなお残れる三つのラッパのゆえに地に住む者らの禍わざわいなるを告げた。第五の天使のラッパによる蝗いなごの禍害わざわい、すなわち第一の禍害わざわいの成就せんとき、なお二つの禍わざわいの来たるべきことが予告された。第六のラッパの吹かれしときヨハネは騎兵二億の幻影を見た、人の三分の一が殺された。その後雲霓うんげいを身につけたる天使が叫んだ、「この後、時は延ぶることなし。第七の御使いの吹かんとするラッパの声の出いづる時に至りて神の僕なる預言者たちに示したまいしごとく、その奥義は成就せらるべし」と。なおまた二人の証人しょうにんの幻影、都の十分の一の倒壊と地震のための人々の死。かくて第二の禍害わざわいがすぎ去り、今や第三の禍害わざわいが直ちに来たろうとする。かくのごとく三度重ねて予告されし第七のラッパである。目にも耳にもいと新しきことが起ころう。


  　第七の天使のラッパの音！かつていかなる大兵の進軍ラッパもかく高らかに響きしことなく、万籟ばんらいも静まりかえりてこれに耳傾くるばかり。待ちに待ちたる人々に嚠喨りゅうりょうと聞こゆらんその調べ。摂理は確く、その深遠なる奥義は完まっとうせられんとし、厳烈なる第三の禍害わざわいはのぞまんとする。地の歴史はここに最後の幕を閉じ、天の青史せいしに処を譲ろうとする。ああ最後のラッパ、信ぜずして誰かかくも壮烈なる合図の起こるを知ろうや。地に住む嘲る者ら、哀哭なげき切歯はがみすることあろう。


  　ラッパに応えて天に数多あまたの大いなる声が起きる、


  
    「この世の国は我らの主およびそのキリストの国となれり、彼は世々限りなく王たらん」（一五節）

  


  言ことばは少ない、しかし意こころは無限である。この世の国とはこの世の君すなわちサタンの君臨している悪の幕屋、強暴の家である。善なるものの苦しまねばならぬところ、罪に醒めたる魂のなやまねばならぬところである。誰か完膚かんぷあらん、誰か涕泣ていきゅうなからん。この混沌と暴戻ぼうれいと悲哀との地が神とキリストの国となり、サタンとその嬖臣へいしんらはその座より蹴落されたという。何と壮絶なことではないか、限りなき感謝と讃美ではないか。この世の国は神のものとならんと云うにはあらで、なれりというのである。現在完了である。暁雲ぎょううんを破りて朝暉ちょうきさし昇れりと云うのである。全地は金箭きんせんに射られて暗黒の衣は絶ち断きられたりというのである。事いまだ起こらざるにすでに勝利の宣告である、誠に力ある輝かしきおとずれである。今や恩恵の光は雲にさえぎらるることなく、秋の日のごとくに瞭あきらかである。神自らすべてを統すべ、大いなる聖手みてもて罪を除きたもう。もはや艱難も憂患も疾病も貧窮も悲愁もその力を失いて影をとどめぬであろう。その日には主イエスの祝福の聖言みことばが全き成就を見るであろう。その日には全価値の転倒が起こるであろう。されば主にありて雄々しかれである。


  　淵は淵を呼び星は星に応えるごとく、二十有四の長老は眼まのあたり神を拝して言上ごんじょうする、


  
    「今いまし昔います主たる全能の神よ、

    汝の大いなる能力ちからを執とりて王となりたまいしことを感謝す。

    諸国の民、怒りを懐けり、汝の怒りもまたいたれり。

    死にたる者を審さばき、なんじの僕なる預言者および聖徒、また小しょうなるも 大だいなるも汝の名を畏るる者に報賞むくいを与え、地を亡す者を亡したもう時いたれり」（一七、一八節）

  


  　これ最後の審判全地の大改革を、衷心ちゅうしんよりの悔い改めと感謝と歓喜と讃美とをもって迎える億兆の代言である。「今在いまし昔在います主たる全能の神よ」と呼びまつりて、最早もはや後来たりたもうとは云わない。主はすでに来たりたもうているのである。「光あれ！」の創造の曙あけぼの、人の子の降誕の晨あした、キリストの復活のあさぼらけ、しかして最後のラッパ鳴り渡るこの朝、輝かしき嘉信おとずれに我らの心涙するまでに躍る。


  　「汝の大いなる能力ちからを執とりて王となりたまいしことを感謝す」、望みて確信せしところ、見ずして真実とせしところは、ここに現実となった。諸国の民は怒りを懐いてこの時にまで及んだ、禍わざわいなる怒りの子らである。彼等のなせしことは何であったか、擾乱じょうらんである、狂暴である、空虚なる策略である。諸国は立ち構えて戦闘をなし、群伯は相議して空論をなし、神とキリストとに背いて「われらその械かせを毀こぼち、その縄を棄てん」という。不虔と不義、背信と混乱、神を畏るる者絶えてなきが現世の状態であった。神の召命に耳を閉じ、義人の預言を嘲り、罪に罪を重ね、かくて世の終わりは来た。蓄積せられたる神の怒りは終ついに爆発したのである。詩篇第二篇をもって最もよくこれを解することを得よう。不虔不義闘争叛逆の濁流滔々とうとうたる中を蹴って、信頼の小舟を漕ぎ行く者の危険は大である。時に坐礁ざしょうするであろう、あるいは難破して悲運の最後を遂げもしよう。しかし救いの舟は必ずや来る。天来の祝福は怒濤の呪誼に打ち勝つであろう。我らの生をして虚実いずれにか決せしめよ。戦は真剣である。万人は一度神の御前に赤裸々せきららの姿にてひき出いだされる。神は必ず「死にたる者を審さばきたもう」。誠に神らしき御業みわざである。


  　この時人類は二つに分たれる、神につけるものと地に属つける者、麦と毒麦、一つは穀倉に蔵おさめらるべく他は束ねて焼かれんがために。神の僕なる預言者、キリスト者、小さきも大いなるもおよそ神の名を畏れし者はすべて天の祝福を得、地を亡す者すなわち「真理の泉を腐らすもの」（スイートの解釈）は地の茵陳いんちんを飲むであろう。「心腐りて真理を離れ、敬虔を利益の道と思う者」（前テモテ六の五）、神と取り引きをなすもの、これらサタンの子は滅亡の審判を収穫せねばならないのである。


  　二十四人の長老審判のことを宣し終るや、神の聖所ひらけ、契約の櫃ひつぎ現われ、電光いなずま閃き、大声叫び、雷霆いかづち轟き、地は鳴動し、雹は石と降る。審判は厳粛である。人よ、夢ならず、幻ならじ。


  



  第十七講 サタンの実在


  



  第十二章（三月十六日）


  



  　本章より第二十章三節までは黙示録の下巻と見て可よい。第六章より第十一章に至る苦難時代について、ここにヨハネは別の幻影によってさらに啓示を受けるのである。


  　老使徒は天に大いなる徴しるしを見た。それは一人の婦人であった。もちろん現実の婦人ではない。この象徴の中にいかなる原理が読まるべきであるか。我々は産みの苦痛と悩みとのために叫んでいる女性において、人生そのもの歴史そのものの動きを見る。人生にも歴史にも発展の段階がある。産まんとする苦しみは理想より理想へ進展せんとする努力である。この婦人の苦しみは栄光を約束せられたる人類の苦しみである、そのなやみは完全なるものへの努力である。苦しみと悩みにて叫ぶその声に、人間のやむにやまれぬ要求を聞く。完全なる子を産まんとの要求である。自らが完全なる子とならんことである、「神の子たちの光栄の自由に入る望み」である、「聖霊の初めの実をもつ我らも自ら心のうちに嘆きて子とせられんことすなわちおのが体の贖われんことを待つ」のである（ロマ八の二三）、しかるにこの産みの苦しみを嘲りこの望みを砕かんとするものが在る。大いなる赤き竜これである。彼はその尾を振って天の星の三分の一を牽ひきこれを地に落した。


  　サタンと称せらるるこの赤く黒きものが果たして実在するか。今もなお空中に権を執とり不従順の子らの中うちに能はたらくこの霊の宰つかさ（エペソ二の二）が果たしているか。歴へめぐりて呑むべきものを覗うかがう悪魔（前ペテロ五の八）が果たして住んでいるか。近代人のほとんど全部がかかるものの実在を否定する、マルクス主義者特にしかりである。けれども我らにおいては、「子を産まんとする女の前に立ち、産むを待ちてその子を食らい尽くさんと構え」ている恐ろしき実在がある。かくのごときものが、我らの人生において歴史において、内的に外的に誘いざない脅おびやかし覗うかがい狙っている。良心が本当に目ざめ、罪とはどんなものかを知りし者は、何ものか背後に働く力ある黒き実在を認識せざるを得ない。魂が真面目にこれと戦い始めたる者は、一度は苦しみと悩みのどん底に陥らねばならない。パンの問題のごときは魂を苦しめる問題ではないのである。根幹の朽ちたるを顧みずして、徒いたずらに枝葉を生かさんと焦慮しょうりょする近代人の愚かさよ。神との関係正しからず、魂の問題の解決をよそにして、何の朽つべき腹の問題ぞ。たとえ腹は満たさるるともそは塵溜ちりだめのみ。イエスは荒野にて何ものと戦いたもうたのであるか。彼の勝利は何を意味したのであるか。「すべての試煉を通して完まったく果たされし一人の人の確かたき従順」（ミルトン）によりて、曠野にエデンを見るに至りし恩恵を人は知らないのであるか。


  　パウロもアウガスチンもルーテルも、ただこの黒き実在サタンと戦ったのである、そして主のみもとに馳はする外ほかに、この者に勝つべきすべの一つだになきを知ったのである。ただ信仰である。ただ恩恵である。ただ十字架である。聖霊の祈りが我らのための盾となり矛となる。我らは信仰により天よりの力を与えられ、打ち勝ち難きサタンにすら打ち勝つ。世に勝つは、「彼もし我を殺すとも我は彼によりすがる」（ヨブ）との信あるのみ。力も勝利も栄光もキリストに在り、キリストの有ものである。小さき己れの力や智慧をかなぐり棄てるものが、「サタンよ斥しりぞけ！」と云い得るのである。


  　さてヨハネの見た幻において「子」とはキリストの血に贖われたる社団、エクレシヤと解して宜よかろう、しかして「御座みくらの下もとに挙げられたり」（五節）と云う言葉が復活を意味するとせば、第十節より第十二節に至る天の大合唱は疑いもなく彼ら復活のエクレシヤの讃美の声である。


  
    「われらの神の救いと能力ちからと国と神のキリストの権威とは、今すでに来たれり。

    我らの兄弟を訴え夜昼われらの神の前に訴える者、落されたり。

    しかして兄弟たちは羔の血と己が証あかしの言ことばとによりて勝ち、

    死に至るまで己が生命いのちを惜しまざりき。

    このゆえに天および天に住める者よ、喜べ。

    地と海とは禍害わざわいなるかな、悪魔おのが時の暫時しばしなるを知り、

    大いなる憤りを懐きて汝らのもとに下くだりたればなり。」

  


  　サタンを撃退してのち天は平和である、しかしながら戦いは地にいまだ終らない。サタンは女を怒りてその裔すえの残れるもの、イエスの証あかしを有もてる者に戦闘を挑まんとて立っている。地には悪の霊が君臨して終わりの日にまでおよぶ。ただ羔の血がこれと戦うべき唯一の武器である。昔ゲルマンの勇士ジークフリードは大蛇の血に浴してその身を鋼鉄のごとく剛つよくなしたと伝説に言う、しかし羔の血の力は罪人を義人となし滅ぶべき者を永とこしえに生かすのである。


  



  第十八講 獣


  



  第十三章（三月二十三日）


  



  　ヨハネはさらに一つの異象を見た。海から出いづるは魚かと思えばしからずして獣である。あるべきもの出いでずしてあらぬものが現われる。これすでにこの幻の不祥ふしょうなる所以ゆえんである。形態はかのダニエルの見し四獣のごとくに異様である。しかして特に一つの目を牽ひくものがある、頭の上の黒き文字である。判読すればこれ神を冒涜するの名である。獣の王なる竜はこのものに己が猛き能力ちからと傲れる座位くらいと大いなる王笏しゃくとを附与したのである。力ある地の覇者はしゃたること、ダニエルの見し四つの巨獣が四王を象徴したると同様である。一度は危うしと見えたるその生命いのちが回復したるため、全地の者はその能力ちからに驚異してこれに帰服した、しかしてかくも著しき己が権威を獣に与えし竜をば拝し、かつその獣をも拝して呼ばわる、


  
    「誰かこの獣に等しき者あらん、誰かこれと戦うことを得ん。」（四節）

  


  　愚！偶像崇拝も甚はなはだしい。この獣をもって象徴せらるるは何者であろうか。パウロがすでに言っている、「兄弟よ、主の日すでに来たれりとて容易たやすく心を動かし、かつ驚かざらんことを。誰たがいかにすとも、それに欺かるな。その日の前に背教の事あり、不法の人、すなわち滅亡ほろびの子あらわれざるを得ず、彼はすべて神と称となうる者、および人の拝む者に逆らい、これらよりも己を高くし、遂に神の聖所に座し己を神として見するものなり」と（後テサロニケ二の二～四）。神を無なみして己を神のごとくする者。見栄みばえある、この世の智と権に豊かなる、末世の寵児ちょうじ。彼はかの二人の証人しょうにんが荒布を衣きて預言すると等しき期間地に君臨して時めき、聖徒を蹂躙する。およそ悪しきもの醜きものにしてこの者の属性たらざるはない。衆愚これを拝して神を涜けがし、獣のやから蠢々しゅんしゅんとして地にうごめき満つるであろう。近代に生を享うくる我ら、何ものかこれに類似したる消息を感ずるではないか。禍わざわいなるかな！不法の人々虚栄の子らは何を求めて動くのか。崇高なるものを求むる魂は青年を去り、純潔なるものを慕う心は処女おとめを離れた。


  　神とサタン、キリストと獣、比較対照にもならぬことながら、何と著しき黒白の差であろう。ヨハネ自身の言ことばに照らせば、この獣は非キリストと名づけられよう。キリストに似て非なるものは、ヨハネのいわゆる末の時においてのみならず、今も昔も絶ゆることがない。「偽り者は誰なるか、イエスのキリストなるを否む者にあらずや、御父と御子とを否む者は非キリストなり」（ヨハネ一書二の二二、二三）。キリストに対して然しかりを云うや否を云うやは、真理を愛するか否かによって定まる。真理思慕は純粋であらねばならぬ、功利的観念が撤去されているのでなければならぬ。キリスト者の信仰と云うはすなわちキリストに対する純一無条件なる信頼である。「エホバ与えエホバ取りたもう、エホバのみ名は讃ほむべきかな」と云うヨブの心である。真理そのものに対する無打算の愛である。真理の前には一切を塵芥ちりあくたのごとく思うスピノザの魂である。パウロは真理を愛せざる者について言った「彼らは真理まことを愛する愛を受けずして救わるることをせざるなり、このゆえに神は彼らが虚偽いつわりを信ぜんために惑まどいをその中うちに働かせたもう。これ真理まことを信ぜず不義を喜ぶ者のみな審さばかれんためなり」（後テサロニケ二の一〇～一二）。


  　このゆえに人類は二種にわかたれる。キリストを拝する者か、獣を拝する者か。「すべて地に住む者にてその名を屠ほふられたまいし羔こひつじの生命いのちの書に世の創はじめより記されざる者は」、獣を拝するであろう。彼らは「獣の名あるいはその名の数字六百六十六」の徽章しるしあるものとなる。「禍わざわいなるかな、かれらは悪をよびて善とし、善をよびて悪とし、暗やみをもて光とし、光をもて暗やみとし、苦きをもて甘しとし、甘きをもて苦しとする者」である（イザヤ五の二〇）。善悪、光暗、甘苦の認識、すべて光の子と世の子とは正反対に立つ。かくてキリスト者か拝獣者か、栄光の民となるか滅亡の族やからに加わるか、いずれかである。まことに人生は真剣である、人生は厳粛である。


  



  第十九講 シオン山上の羔とその群れ


  



  第十四章一～五節（四月十三日）


  
    われ見しに、視みよ羔は立ちたもう、シオンの山に。

  


  　輝かしきこの一句とこれに導かるるところの数節はかの旧約の詩中の詩、「エホバはわが牧者なり」をもって始まる一篇を想起せしめる。もし新約より詩を選べと云う人あらば、この一連をその一つとして指摘するに躊躇しないであろう。


  　天上におけるキリスト者とその生活の基調がこの一段に歌われている。現実が詩であり、詩が現実であるところに人生の極致がある。およそ真理は純粋の姿において詩的ならざるを得ない。詩は説明をもって解さるべきではない、詩は直観をもって読まるべきである。「キリスト者は詩を生活するものである」と云ったドイツの若き天才詩人の言ことばを正しく解するならば、キリスト者は詩の国の人であり、詩を読み得る者である。信頼の一途に生きんとするその生き方は散文的たり得ない。打算をゆるさざる歩み方は直進的また飛躍的である、詩的である。


  　シオンの山に立つ羔とその群れのこの天的光景を散文的に註釈するとき、原意の馨かおりは失せるであろう。しかし試みに今これを七項に分ちて、順次に味わうこととする。


  
    一、われ見しに、視みよ羔は立ちたもう、シオンの山に。

  


  　羔の一語すでに象徴である。意味と存在のかくも融合したる語のいみじき味は、ただ直観的に把握されねばならない。この一句は全体を統すべ、集約している。羔の死の何であるかを知り、その愛の力を知るは、神を仰ぐ者の義務であり感謝である。羔ありて始めてすべての問題と矛盾とはその解決を見る。羔！何と霊くすしき一語であろう。柔和なるものの姿に犠牲あり、辜つみなき者の死に贖罪の力あり、贖罪の力ありし者に復活の生命いのちがあった。しかして見よ、今や羔はシオンの山に立ちたもう。愛の勝利である。勝利の実現である。「われわが王をわが潔きシオンの山に立てたり」（詩二の六）との聖言みことばの完全なる実現である。羔の勝利はすなわち信ずる者の勝利である。されば来世において信者は完全なる勝利の生活にあるのである。一句万誦して、生涯の力たるべく、望みたるべくあろう。


  
    二、彼と共に十四万四千の人ありて

    　彼の名とその父の名彼らの額に記しあり。

  


  　彼の勝利にあづかれる人々がその御許みもとに侍している、彼らの額には羔の名及びその父なる神の名が記されてある。彼らにとって聖名みなほど貴きものはない。聖名みなは彼らが父と聖子みこの属ものなる永遠の徴しるしである。彼らの存在の意義はただこの聖名みなにおいてあり、聖名みなの栄光が彼らの関心事である。「汝の聖名みなのゆえに憶えたまえ」とは彼らの祈りであるごとく、彼らの生活は聖名みなのゆえにあり、聖名みなを離れてはない。神を信頼しまつりて変わりなき世界は、このシオンの山にある。


  
    三、われ天よりの声を聞けり、

    多くの水の音のごとく、大いなる雷霆いかづちの声のごとし。

    わが聞きしこの声は弾奏者ことひきの立琴を弾ひく音ねのごとし。

    彼ら新しき歌を歌うなり、

    御座みくらの前及び四つの活物いきものと長老等との前にて。

    この歌を学び得るもの絶えてなかりき、

    地より贖われたる十四万四千の外ほかに。

  


  　やがて聞こえ来たる声がある。天にどよめくその声は鼕鼕とうとうとうつ波浪の叫びか、囂々ごうごうと轟く雷霆いかづちの轟きか、そうそうと鳴る琴瑟きんしつの調べか。あらず、これは新しき歌の大合唱であった。この歌は地より贖われたる彼らのみの学び得るところである。けれどもうたを歌うことが彼らの能事のうじたるのではない。天国の生活が音をもってあらわさるるとき、この大合唱となるのである。これもまた祝福されたる生活の一つのあらわれたるに過ぎない。この大調和の中には一つの音として虚なるものはない。天国の生活においてはいかなる小さき一つの業も、主のみ前に讃美の一ふしをなしているのである。


  
    四、彼らは女に汚されぬ者にして、純きよき者なり。

  


  　人生の矛盾は純真なる男性と女性との心を苦しめる。罪のため死すべき肉体に閉じこめられている魂の傷と悩みは深い。「ああわれなやめる人なるかな、この死のからだよりわれを救わんものは誰ぞや」である。けれどもここでは、アウガスチンの涙の嘆きも、キルケゴールの悲哀の痛みも、春さきの氷と解け、秋空の雲と消え、自由は流るる水のごとく、純潔は澄すみわたる空のごとくあるのである。「福さいわいなり、心の清き者、その人は神を見ん」と、主イエスはいいたもうた。


  
    五、彼らは羔に従う、いづこにまれ彼の往きたもう処に。

  


  　エホバはわが牧者なりとは旧約の言ことばであった。羔はわが導者なりとは新約の言ことばである。謂いう意こころは唯一つ、信頼また信頼の生活である。いづこに往きたもうとも輝かしき心からのアーメンをもて随したがうその順従よ。ここは絶対服従の国、信頼のゆえに限りなき自由の国、これこそクリスチャンライフの基調である。かく生くることは現世においては十字架である、来世においては栄光そのものである。


  
    六、彼らは人の中うちより贖われて、

    神と羔とのために初穂となれり。

  


  　彼らの贖われたのは素もとより彼らの功績によったのではない、神のあわれみによったのである。それゆえに彼らの特権も幸福も断じて私的のものではない。神と羔とのためにのみ存在の意味を有するものである、まじりなき神への初穂である、供物である。贖われし限りなきよろこびをそのまま初穂と捧げまつりし心の美しさよ。人の栄光これにすぐるなく、神のよろこびこれより大なるはなかろう。


  
    七、その口に虚偽いつわり絶えてなく、

    彼らは瑕きずなき者なり。

    シオン山上の羔とその群れ

  


  　口に虚偽いつわりなく行いに虚色なき者、真実なるは彼らである。人たるの不完全はあらばあれ、彼らには何とも言えないまことがある。虚栄虚偽限りなきこの世においては、彼らの存在は暁天ぎょうてんの星よりもなお稀であったろう。「エホバよ汝の帷帳あげばりのうちに宿らん者は誰たれぞ、汝の聖き山に住まわん者は誰たれぞ、直なおく歩み義を行いその心に真実まことをいう者ぞその人なる」（詩一五の一、二）。


  　第七章の白衣の大召団と第十章のシオンの山の純きよき民とをうたえる文字をよみて心潤わざる者あらば、その友たるを私は辞する。


  



  第二十講 神の酒槽


  



  第十四章六～二〇節（四月二十日）


  



  　さきに第四のラッパが吹かれて後、一羽の鷲が中空を飛んで、その後起こらんとする三つの禍害わざわいを予告したことがあった。この度たびは三人の御使いが中空を駆って相次いで審判の預言をなす。第一の御使いは永遠の福音を携えて、神を畏れ神に栄光を帰すべきことを万民に普あまねく報しらせる、そは最後の審判の秋がすでに来ているからである。第二の御使いは大いなるバビロンの滅亡が己れの淫行のゆえに来たれるを告げる。第三の御使いはおのが憤りの葡萄酒を人々に飲ませし偶像崇拝の輩は、今や反対に神の聖憤の葡萄酒を飲ませられ、火と硫黄との永劫の苛責かしゃくに遭うを告げ、もってキリスト者の忍耐の空しからざることを確かとうする。


  　幾何いくばくもなくして祝福の言ことば天に聞こえ、主にありて死ぬる人の幸福さいわいと平安と栄光とが預言され、まことの業わざの不滅なることが証あかしせられる。


  　審判の序曲終わりて幕が切りおとされ、二つの場面が展開される。


  　第一の場面には白雲があり、金冠を戴ける人の子のごときものその上に坐して、手には利とき鎌を持ちたもう。刈り入れである。畠には麦と毒麦とが混在していた。しかし今は時満ちて地の穀物全く熟し、いずれがよき麦、いずれが毒麦なるかは判然としている。利鎌は一茎としてその黒白をあやまることがない。毒麦は意外に多くあろう、「されど毒麦は集められて火に焚やかるるごとく、世の終わりにもかくある」であろう。しかして麦は祝福の中に倉に収められ、「義人は父の御国にて日のごとく輝く」のである。


  　第二の場面においては同じく利とき鎌を持つほかの天使がおり、また火のごとき御使いが祭壇より現われる。凄愴せいそうの感を起こさしめるこの天使は葡萄のすでに熟せるを告げる。やがて葡萄は刈り取られ、神の憤りの大いなる酒槽に投げ入れられる。酒槽は聖なる都の外にて踏まれる、赤きもの酒槽より溢れ流れて馬の轡くつわにとどくばかりに。預言者曰く、「我はひとりにて酒搾さかぶねをふめり……われ怒りによりて彼らをふみ憤りによりてかれらを踏みにじりたれば、かれらの血わが衣にそそぎわが服飾よそおいをことごとく汚したり、そは刑罰の日わが心の中うちにあり救贖あがないの歳としすでに至れり」（イザヤ六三の三、四）。また他の預言者も言う、「鎌をいれよ穀物は熟せり、来たり踏めよ酒槽さかぶねは盈みち甕かめは溢る、彼らの悪大いなればなり、喧かまびすしきかな無数の民審判さばきの谷にありて喧かまびすし、エホバの日審判さばきの谷に近づくがゆえなり、日も月も暗くなり星その光明ひかりを失う、……我さきには彼らが流しし血の罪を報いざりしが今はこれを報いん、エホバシオンに住みたまわん」と（ヨエル三の一三、一四、二一）。


  　神の怒りの酒槽である。鉄筆もて記されし預言は堅く天の巻物に残っている。預言者、主イエス、並びに使徒らによって幾度となく告げられし審判の日に至りて成就するまで、これらの預言は決して消えることがない。酒槽を要求するものは何であるか。神の怒りである、神の峻厳である、神の義である。真剣なる神にはごまかしや融通は寸毫すんごうも利きかない。義のためにはどうあってもゆるすことの出来ない真面目さ、怒りにまで爆発せずしてはやまざる人格の真剣味、ここに我らの神の神らしさの深き一面を見奉らねばならぬ。本当に神を信じているか否かは、己れの有もつ神がかくのごとき神なるか否かによって定まる。白は白であり黒は黒である。光は光であり暗やみは暗やみである。どうして混同してよいか。善の世界に灰色はない、妥協は絶対にゆるされない。人格の真剣味はここにある。神は「お父様」と云いて親しく寄り縋すがれる方であるが、しかしそこにはいつも犯すべからざる厳かさがある。キリストの父なる神はそうであるに相違ない。今のキリスト者にして、かくのごとき神にその「右の手を支えられて」生きている者果たして幾人あるのであろうか。空しきもぬけの殻の信仰はよした方がましではないか。学問は貴く、知識は大切だ。しかし神の実感なくして一体よいのであるか。その一日一日を活きたる神そっちのけの生活を送っていて一体何せんとするのか。イエスは今の世の学者パリサイ人に向かって、どんな「禍わざわいなるかな」を発したもうであろうか。神を握りたる者の生きた人格の真剣なるあらわれがおのずから他の人格に働くところに、教育の本領もまたあるのである。神に捉えられて生きている以上、どこかに世の人とちがったところのあるのが当然である。それのないキリスト者は味なき塩である。


  　神が爾しかく真剣なる方なればこそ、審判はかくも強く預言されているのである。ダンテのごとく、罪の姿を地獄のどん底まで見きわめよ。安価なる信仰ではキリストの十字架は仰げない。


  



  第二十一講 勝利の歌


  



  第十五章（四月二十七日）


  



  　先に第七封印の解かれた時、天の沈黙の中うちに七人の御使いの立てるをヨハネは見た。この度たびもまた七人の御使いが立っている。彼らの相貌には悲壮なるものがある。彼らは手に手に苦難くるしみを持っている、この外ほかに苦難の貯えはない。神の憤りのすべては彼らの手に盛られているのである。


  　また怪しげな海がある。玻璃はりを湛たたえ、火が炎々と燃え立っている。その汀みぎわに立ちならぶ一群は手に手に立琴をもっている。彼らの額は勝利に輝いている。彼ら琴かき鳴らし声高らかに唱う歌は、これ神の僕モーセの歌と羔こひつじの歌とである。モーセの歌とは何か、エジプトの鰐わによりイスラエルの羊を救い出したまえる神への讃美である。モーセ神に依り頼みて勝ちし古いにしえの光輝ある歴史を思え。「モーセ民に曰いけるは、汝ら懼るるなかれ、立ちてエホバが今日汝らのためになしたまわんところの救いを見よ、汝らが今日見たるエジプト人をば汝らかさねて復またこれを見ること絶えてなかるべきなり、エホバ汝らのために戦いたまわん汝らは静まりておるべし」（出エジプト一四の一三、一四）。かかる信頼もてそのピスガ山巓さんてんの死に至るまで神命これ従いたるモーセ、その生活は神の勝利の証あかしであり、その歌は神の勝利の讃美である。旧約史上における勝利の代表と見て可なりである。しからば羔の歌とは何か。いうまでもなくキリストの勝利とそれによるキリスト者の完全なる勝利をうたいたるものである。要するに、ここに歌われしは旧新約を貫く神とキリストとの勝利の歌である。その歌のこころに曰く、


  
    主なる全能の神よ、大いなるかな妙たえなるかな汝の聖業みわざ。

    万国の主よ、義なるかな真まことなるかな汝の道。

    主よ、誰たれか汝を畏れざる、誰たれか聖名みなを尊まざる。

    汝のみ聖なり、万よろずの民来たりて汝の御前に拝せん、

    汝の審判さばきはすでに現われたればなり。（三、四節）

  


  　神に信頼して始めて勝利を得、信仰の戦いを戦って始めて真理を発見する。涙血の犠牲を払うこと大いなるだけ、真理の発見はみ前に尊く勝利の喜びは輝かしい。そのとき讃美は腸はらわたより湧く、大いなるかな妙たえなるかな汝のみ業わざ、義なるかな真まことなるかな汝の道と。何が大きいと言うて、神のなしたもうことほど偉大なことはない。「エホバは地球の遥か上に坐り地に住むものを蝗いなごのごとく覗みたもう、大空を薄絹のごとく布しきたもう」。われら眼をあげて高きを見よう、たれかこれらのものを創造せしや。「主は数をしらべてその万象ばんしょうを引きいだしおのおのその名をよびたもう、主のいきおい大いなり、その力の強きがゆえに一いつも欠くることなし」。神を仰がしめられた者は又また知った、神の導きたもう道の奇くすしさ、そのなさり方の微妙さを。「そのわざは奇くすしくしていとあやし、かれらの中うちなる智者の智慧は失せ聡明者のさときはかくれん」である。すべてのこと偶然なるはなく、一つとして無意義なるはない。しかも神のなしたもうところは奇くすしくして、その必然はしばしば奇蹟としか思われない。しかり最も深い意味において、神のなしたもうところは人には奇蹟であり恩恵であるのである。外に向かいて大いなるかな妙たえなるかなと聖業みわざを讃えし心は、内に向かって義なるかな真まことなるかなと讃美しないではいられないのである。神の道の義しさその真実さがわかって、我らは始めて神の前に人間となるのである。神に打たれて、生まれつきの我れをたたきつけられてしまった心は、神に向かって呼ばわって言う、「エホバよ我は汝の審判さばきの義しく又汝が真実まことをもて我を苦しめたまいしを知る」（詩一一九の七五）、また「汝の義は永遠とこしえの義なり、汝の法のりは真理まことなり」（詩一一九の一四二）と。


  　神のみ業わざを大いなるかな妙たえなるかなと云うとき、そこにキリスト教的宇宙観と歴史観がある。神の道を義なるかな真まことなるかなと云うとき、そこにキリスト教的神観と人生観がある。この大いなる真理は、ただキリストを知ることによってのみ示される。主にありてこれら一切を有もつ、こんな大きなことがどこにあろうか。勝利は主のゆえに宇宙よりも大きい。「己れの御子を惜しまずして我ら衆すべてのために付わたしたまいし者は、などかこれにそえて万物ばんもつを我らに賜わざらんや」である。恩恵は限りなく深い。げに主はわが歌、わが力、わが望みである。


  　個人の生涯と人類の歴史と宇宙の動きとを導きたもう主なる全能の神は、誠に大にして妙、義にして真なる摂理の神、キリストにおいて無限の愛を現わしたまえる恩恵の神である。


  



  第二十二講 ハルマゲドンの戦い


  



  第十六章（五月四日）


  



  　最後の七つの苦難を持てる七人の御使いは活ける神の憤りの満ちた七つの金の鉢を与えられて、大命の降下を今やおそしと待ち構えている。見あぐれば聖所は神の栄光と稜威みいつのため雲烟うんえんに包まれて壮烈である。七つの苦難の終わりを告ぐるまで、聖所は聖にして厳かなる審判のゆえに何ものの踏み入るをもゆるされない。


  　ヨハネ見まもりてあるに、やがて一つの声が聖所の方より鳴り響いた、曰く


  
    「往きて神の憤りの鉢を地の上に傾けよ。」

  


  七人の御使いは言下に出動した。


  　神の憤りの大来襲である、さきには七つのラッパにつれて、ここには七つの鉢によりて。何故にかくも執拗と思わるるまで、ヨハネは審判のことに筆を染めねばならなかったか。人類の罪は深く、最後の審判は重い。堅くして抜くべからざるは神の義である。ヨハネは審判に次ぐに審判の幻影をもってせられて、このことを見極めねばならなかったのである。ダンテの言えるごとく、神の審判に憐憫を覚ゆるは不虔の極みである。かくてヨハネは忠実に神の怒りを伝えねばならなかった。


  　四つの鉢が順次、地に、海に、河と水の源に、しかして太陽の上に、傾けられた。先ず自然が撃たれたのである、あたかも七つのラッパの初めの四つに伴つれて自然が害そこなわれたように。撃たれし自然は獣のやからなる悪しき人らを、腫物や流血や苦熱もてなやめる。かく万象ばんしょうはその首かしらたる人の罪のゆえに飽くなきの刑罰を蒙こうむり、滅亡ほろびの子らはこれがため自ら傷つくにも拘わらず、彼らはなおも神の聖名みなを冒涜し、悔い改めを永遠に遷延せんえんせんとする。万物はそのゆえに嘆きつづけ傷いたみつづけねばならない。かくて天地は過ぎゆき過ぎ去る。ただキリストの贖罪の完成のみが新しきことを成し遂げたもうであろう。


  　審判なくして輝かしき後のことは望まれない。滅亡ほろびの子はどん底まで墜ちねばならない。神の義は永遠に立たねばならない。万物を滅亡に帰せしめんことが神の聖旨みむねたるべくば、神はこれをなしたもうであろう。しかし神はキリストの十字架において無限の愛を現わしたもうた。神は審判の最大なるもの、刑罰の最極なるものを、十字架においてなしたもうた。神自らこれを負いたもうたのである。かかる神の審判を見てなお神に帰らざる者は、誠に禍わざわいの禍わざわいなるかな。


  　いかなる小善といえども神の祝福に与あずからざるはない。けれどもまた、いかなる小悪といえどもこれが適当なる処分を受けぬことはないのである。目に見えず心に映うつることなくとも、神の審判はその時期と処分とにおいてあやまることは絶対にない。それゆえにキリスト者は心砕かれて言うべきである、「しかり、主なる神よ、汝の審判さばきは真まことなるかな、義なるかな」と。


  　第五の御使いがその鉢を獣の座位くらいの上に傾けたとき、獣の国悪の幕屋は暗黒に閉ざされ、サタンの子らは己れの舌をかむの狂態を呈し、病苦のゆえに神を呪い、いよいよ背神の気勢をあげて地獄の鬼と化するのみである。ダンテの地獄もこれには及ばない。


  　第六の御使いがその鉢をメソポタミヤの大河ユーフラテスの上に傾けると、神の怒りの熱気のためかさしもの大江も倏忽しゅっこつにして涸渇してしまった。東方より来たるサタン軍に暫しばし途みちを備えんがためである。ヨハネはまたサタンと偽キリストと偽預言者の口々より、蛙かわずのごとき無様ぶざまなる三つの穢れし霊の出いで来たるを見た。疑いもなく徴しるしを行う悪鬼の霊である、サタンの魔使である、「徴しるしを請い智慧を求むる」悪の猛者もさを全世界から召集せんためのサタンの軍使である。三つの悪霊は雲霞うんかとみまがう悪魔の大軍をハルマゲドン、その名を解けばメギドーの山に集めた。昔バラクがカナン人を撃ち、ギデオンがミデアン人を破りし古戦場である（士師四～六章）。妖雲全地東方に現われ、怪鳥の爆音その中に轟き、暗澹あんたんたる旗幟きし幾万旒いくばんりゅう、鼓奏と鯨波げいは、剣戟けんげきと砲車、凄まじき騒音全地を震駭しんがいせしめ天をも呑まんばかりである。


  　見よ！一方これを迎え撃つべく、すでに天軍は光輝ひかりに駕がして驀進ばくしんして来た。雷霆らいてい轟々雷光閃々たる中に真夏の白雲と見まがう天軍、真紅の衣白銀の馬の総大将を真先きに！口には勝利の歌、手には両刃もろはの剣つるぎ。彼らの武器は単純の極みである。何ぞ、光これである。魔軍はこれに打たれて眩暈めまいし、算を乱して倒れ、両刃もろはの剣つるぎに止とどめを刺されて、全滅に帰するであろう。ああサタン軍の中うち一人のアブヂエルは残っていないか、サタン軍よ、「汝を滅ぼし得るは誰と知る時汝を創造つくりしは誰と歎きつつ知」らば幸いであろう（ミルトン『楽園喪失』第五篇参照）。かつて天上にありしと云うミカエル、サタン両軍の大激戦も、世の終末のハルマゲドンの戦いの目醒ましさには及ぶまい。


  　ハルマゲドンの戦いは世の終末に限らない。霊的にまた外的に、この戦いは常に我々個人にとりまた社会の中にある。悪は戦いを挑む。神は義をしてこれと戦わしめたもう。かつてヨブはこの戦いを戦い、悪戦苦闘、遂に見事サタンを撃退した。今の世に見るならば、マルクス主義は獣の口より出いでし穢れし霊の一つである、偽キリストの先ぶれである、見よいかに多くの同志を全世界から呼び集めたかを。敵はさらに近くにもある、キリスト教の中にある。現代のキリスト教はまさに偽預言者の口より出いでし蛙かわずの類いではないか。キリスト抜き、十字架なしのキリスト教、現世的キリスト教とでも云うべきか。かかるキリスト教は享楽主義の姉妹たるのみ。しかもこんな奇怪なものが跳梁してもあやしむ者すら稀まれなのである。悪霊の跋扈ばっこもまた甚はなはだしいと言わねばならない。要するに、マルキシズムとモダーニズムは現代の禍わざわいなる同盟軍である。彼らは神の敵たるにおいて一つである。


  　主イエスは千九百余年前この大同盟軍の代表者をば単身荒野にて撃破したもうた。誠に「主我らの味方ならば誰か我らに敵せんや」（ロマ八の三一）、「主は強ければ懼おそれはあらじ」（讃美歌）である。我ら生くるの意義はまさにこの戦いにある。今直ちに神軍に参じてこの戦いを戦うにある。老若男女何人にまれ、この戦いには非戦闘員は一人もあるなし。各人その部署につき、持場を持し、全力を挙げて、この尊き戦いを戦い、戦いて仆たおるべきである。このために生命いのちを惜しむものは、宜よろしくサタン軍に左袒さたんすべきである。「人もし我に従い来たらんと思わば、己を棄て、己が十字架を負いて我に従え。己が生命いのちを救わんと思う者は、これを失い、我がためまた福音のために己が生命いのちを失う者は、これを救わん」（マルコ八の三四、三五）。


  　最後の鉢が空中に傾けられたとき、聖所より大いなる声が呼ばわった、


  
    「事すでに成れり」。（一七節）

  


  　重き一言である。審判成就の宣告である。地はいまだかつてなかりしほどに震い動き、山も見失うに至った。電光いなずま、雷霆いかづち、降雹、空もまた怒るがごとくである。かく禍わざわいは地に降くだるに、悪しき者らはなおも神を涜けがすのである。滅亡来たらずしてあり得ようか。


  



  第二十三講 大淫婦の審判


  



  第十七章（五月十一日）


  



  　さきにヨハネは十角七頭の怪獣が海から上るのを見たが、この度たびは一人の女のその獣に乗れるを見る。獣は涜神の名に覆われて緋色をなしている。女は紫緋しひの衣を纏まとい、金、宝石、真珠などにてこれを飾り、手にはあらゆる悪と淫行の汚穢けがれとにて満ちた黄金の酒杯さかづきを持っている。その額には相応ふさわしくも「奥義、大いなるバビロン、地の淫婦らと憎むべき者との母」とあり、その毒々しき眼はすでに血に酩酊している。その乗れる獣は淫乱の古巣バビロンの傍ユーフラテ河の水の上に浮かんでいる。誠に妖艶奇異なる幻である。


  　この淫婦は何か、唯物主義、現世主義の象徴的化身である。獣とは何か、現世的権力繁栄の象徴である。獣に乗れることは現世的の力との妥協を示すものであろう。諸々の国民は滔々とうとうとしてこの類である。エジプト、アッシリア、バビロン、ペルシャ、ギリシャ、しかしてローマ、いずれも皆しかり。その帰するところは審判と滅亡とである。かれらの故郷は暗黒なる底なき穴である。現代の妖婦たるアメリカニズムとマルキシズムとの奇怪なる姿を拝して滅びゆく人々の波もまた、この穴の呑むところとならんのみ。現世にては彼らに外的の勝利がゆるされているが、真正の勝利は羔こひつじに従う者に内在している。それはやがて来たるべき大いなる日に本来の光を放つのである。羔と共に戦う召されたるもの、選ばれたるもの、忠実なる者は少ない、しかし彼らのゆえに地はなお保つのである。


  　剣は剣によりて亡びねばならぬ、そのごとく獣は淫婦を憎みこれを滅ぼす時が来る。女すなわち「地の王たちを宰つかさどる大いなる都」は、その自ら妥協せし現世的の力によってかえって滅尽めつじんする。「なんじの見し十の角と獣とは、かの淫婦を憎みこれをして荒涼あれすさばしめ、裸ならしめ、かつその肉を食らい、火をもてこれを焼き尽くさん」（一六節）、烈しき文字である。しかし神を離れてこの世に淫したるものの末路はかくのごとくである。国をゆだねられたる獣もまた、その権は暫しばしでありその往くところは滅亡の国である。エホバは統すべ治めたもう。かくして富も力も、およそ空なるものは空に帰するより外ほかないのである。


  　我々は常にこの女を見、この獣に出遭っている。これと妥協するならばこの世の成功と栄誉が得られもしよう。人の心を蝕むしばめる虚栄は水の低きにつくごとくこの世のものを慕い求める。呪われたるは人の心である。さればこの身中の虫を殺し、この都を横行する怪物と戦う事の、決して容易ならぬを知る。人はかくて矛盾の谷を歩かせられる。救われてなおも嘆きの谷にある。悔い改めは死の日まで続かねばならぬ。けれども旧ふるき我と新しき我との懸隔けんかくの大となればなるほど、戦いは勝利である。十字架により義とせられたるものは、必然に悩みを通して潔きに導かれる。肉の欲、眼の欲、財の誇りは奪われるけれども、神が歓びと望みの極みとなりたるものに、この世の栄えは塵芥ちりあくたとなってゆく。神の愛の何たるかを知りたる彼らは、ただ神への信頼に生きんことをねがう。貞潔のため一切を犠牲にせんことをねがう。彼らは「サタンよ斥しりぞけ」と云いて、戦い傷つきつつ召さるる日まで、愛の戦いを戦うであろう、犠牲の血を流すであろう。これがキリスト者の唯一つの生き方である。


  



  第二十四講 大いなるバビロンの滅亡


  



  第十八章（五月十八日）


  



  　権威ある天使、栄光の中うちに宣して大いなるバビロンの倒壊を告げる。審判の終わりの宣告である。大いなるバビロンとは都会をもって代表されたる社会生活を意味する。すなわち人類社会の滅亡である。その戦慄すべき罪悪史を神はすべて識しりたもう、そは「悪魔の住家すみか、もろもろの穢れたる霊の檻おり、もろもろの穢れたる憎むべき鳥の檻おり」（二節）と化してしまったのである。その存続はもはやゆるされない。


  　バビロンの王たり柱石たるものは商人である。社会は金によって立っている、商売根性が社会精神を成している。かくのごとき拝金家の跋扈ばっこする社会にどうして神が拝されようか。神とマンモンとに兼かねつかえるは不可能である。「富める者の神の国に入るより駱駝らくだの針の眼を通るかたかえって易し」である。不信と商売根性とは互いに因となり果となって、ついに禍わざわいなる大バビロンがここに建設された。その数々の商品を列挙した揚句あげくには人の霊魂たましいがある。驚いた話である。魂までが商品の中に数えられて、もはや世には商品ならざるもの一つだにない。金に明けて金に暮れる完全なる商売社会である。そのあさましさ、言語に絶する。魂を商品にしてまでも利益が欲しいのであるか、現世主義もここに至って徹せるかな。その人々にとりて魂とは利を求むるの心に過ぎない。彼らの福音も真理も道徳も芸術も、すべて商売根性の上にのみ成立する。彼ら二三人集まるところ、常に商売根性がある。彼らの交かわす挨拶は「儲かりますか」である、「景気はどうですか」である。青年男女は成績点数をこれ事とし、将来を打算する。彼らに成績は精神よりも貴く、パンは魂よりも大切である。


  　キリスト者は神に幸福をねがうか、善業の報いを求めるか、魂の平安を目的とするか。否、神は断じて打算の心をもっては仰がれない。神は人を相手に商売をなしたもうのではない。神は無条件に聖子みこキリストを棄てたもうた、もし損得の言をもって表わさんとならば神こそは人のために最大の損をなしたもうたのである。しかして神は人から何を要求したもうか。何一つないのである、ただそのまま「立ちて父に帰らん」ことのみ。十字架の救いの何たるかを知らしめられたる者は商売根性と縁を絶ちたるはずである。聖名みなのため真理のため義のため愛のためすべてを棄つるをよろこびとするはずである。「十字架のゆえにすべてのことを損せしがこれを塵芥ちりあくたとなす」とは、パウロのみの心であるべきでない。キリスト者の生活が自己中心にあらず神中心たるべきならば、義も愛も生も死も神一切であらねばならない。神の無条件に対して無条件に信従するところ、神の無打算の十字架に対し無打算の生涯を送ること、そこにキリスト者の面目がある。輝かしかるべきキリスト者道すたれてここに久しいかなである。「末の世に信を見んや」である。


  　けれども雲天を蔽い、雷轟きわたり、地は震い、風は哮たけりて、似て非なる者らは神の前より斥しりぞけられるであろう。淫行と金力の大いなるバビロン滅亡して、義血を流したるものは正しき審判の成就を見たのである。


  　一人の力強き御使いはバビロンの滅亡かくあるべしとヨハネに示した、見まもれば、その使い大いなる挽ひき臼うすにも似たる巨岩を擡もたげ揮身の力をこめてこれを海に投じた。壮烈なる水煙と共に岩塊は海底に沈んだ、あとは何処も白波である。


  
    「大いなる都バビロンはかくのごとく烈しく撃ち倒されて、今より後、見えざるべし」（二一節）

  


  　商人が地の大臣たりしバビロンの末路あわれむべし。大海の波は高らかに力強く、神の義を讃美し、審判の讃歌をうたうであろう。


  



  第二十五講 羔の婚姻の期いたる


  



  第十九章（五月二十五日）


  



  　悪に悪を積み穢けがれに穢けがれを重ねたる不義の高楼不浄の市井、大いなるバビロンは焔々えんえんたる地獄の劫火ごうかに包まれた、ついに灰燼かいじんに帰し果つるまで。世は焼かれ、悪の幕屋は亡んだ。


  　陥落の敵塁を脚下に俯瞰ふかんして高翔こうしょうするは天の大軍団、そのうたに曰く、


  
    「ハレルヤ、救いと栄光さかえと権力ちからとは我らの神に。

    そは彼の審判さばきこそ真まことにして義なるがゆえに。

    そは己が淫行をもて地を汚したる大淫婦を審さばき

    神の僕らの血を彼女かれの手に報いたまいしゆえに。」（一、二節）

  


  　かの二十四人の長老と四つの活物いきものとはこれに和して、「アーメン、ハレルヤ」を唱える。讃美はのぼりにのぼりて高き処御座みくらに達し、御座みくらよりはまた響をかえすがごとくに声出いでて言う、


  
    「我らの神を讃ほめ奉まつれ、すべて神の僕たる者よ、

    神を畏るる者よ、小なるも大なるも。」（五節）

  


  　再びこれに応えて、大瀑布おおたきの落つるがごとく、雷霆いかづちの轟くに似たる、白衣の集団の大音声だいおんじょう、


  
    「ハレルヤ、全能の主、われらの神は統治すべしらすなり、

    われら喜び楽しみてこれに栄光を帰きし奉まつらん。

    そは羔の婚姻の期ときいたり、

    すでにその新婦はなよめみずから準備したればなり。

    彼は輝ける潔き細布を着ることを許されたり、

    この細布は聖徒たちの正しき行いなり。」（六～八節）

  


  ああ、この讃歌、あまりに高きその調しらべ！あまりに深きその詞ことば！


  　統治と摂理の全能の神に栄光を帰きし奉まつれ。今ぞ心ゆくばかりのハレルヤを唱えよ。そは新天新地の出現、万物の復興、しかして羔の婚姻の期ときは到来したるがゆえに。羔は全人類のために十字架に懸かかりたまいし聖子みこであり、新婦はなよめは十字架を負いし人々の召団である。何と聖にして厳粛なことであろう。かくのごとき厳かなる祝福に対して、神への二心、かの大淫婦の心は、到底相容いれざる厭わしさである。このものの審判が全うされずしては、神の最後の奥義は実現されるを得なかった。しかし今やその不浄不義は地に滅されて、荘厳荘美なる最後の目的のため神の摂理は展ひらきゆくのである。


  　へブライの預言者らの峻厳なる魂の叫びし声と流しし血潮をしずかに顧おもい見よ、そこには神への貞操の外ほかのいかなる精神が据えられていたか。彼らはひたすら「神に帰れ」と唱道してやまなかった。使徒らは十字架のゆえに主を信じ通し、己れもまた殉教の死を雄々しく死んだ。かくのごとき貞潔が、キリスト者の貞潔であらねばならぬ。新婦はなよめたる召団の道はここにある。婚姻の根本観念は信仰のそれと同一である。これは聖感（divine sense）とも云うべきものである。この聖感の発するところ、「輝ける潔き細布」は織り出いだされる。これぞ真実の人（man of truth）の衣である。


  　婚姻をもってただ夢幻的にして甘美なるものと夢みることほど大いなる錯誤はない。ヨハネがこの大いなる婚姻について見たる幻はそうではなかった。彼は白馬の天に馳駆ちくするを見た。その騎士は「忠実また真実まこと」と称えられ、「義をもて審さばきかつ戦いたもう」者である。「王の王、主の主」である。彼の眼は焔ほのおのごとく光り、その頭こうべは栄光の聖名みなに輝き、その衣は血に染みて赤い。これに従う天軍は白く潔き細布を纏まとうている。彼らは十字架の血に潔くせられし者である。彼らの衷うちに婚姻に際していよいよ湧き立つものは聖戦の心である。「なんじ真理まことと柔和と正義ただしきとのために威を逞たくましうして勝ちを得てのり進め！」と、詩の四十五篇にうたわれし精神こころに彼らは満つるのである。


  　羔の婚姻は聖である。潔きは全うされねばならない。聖なる戦い、婚姻の序曲をして光輝ある平和の大団円にすすましめよ。


  



  第二十六講 千年時代


  



  第二十章（六月一日）


  



  　竜すなわち悪魔たりサタンたる古き蛇は、強剛なる一人の御使いに捕えられて底なき坑あなに幽閉され、確かたく封印されて千年の間鎖の力に服まつろわされる。どうしてこんなことが起きるのであろうか。第一の死と第二の死との間に何故にかかる時代が介在するのであろうか。「サタンをして千年の終わるまで諸国の民を惑わすことなからしむ」るには何か理由がなければならない。


  　サタンが不在であれば誘惑は人々を遠ざかるであろう。平穏無事時代が来るであろう。人は平穏なるのゆえに果たして正しく神に仕えるであろうか。否、無事なるゆえに、かえって心は眠り神を忘れるおそれがある。神は「昨日も今日も永遠とこしえに易かわりたもうことなく」人に対して常に真実でありたもうが、人は無事泰平の境遇にありては恩恵に狎なれて信頼を失い、神在いまさざるごとくふるまわんとするのである。して見れば、神が時と境遇の別なく常に神として拝せられんがため、言い換えれば人の信頼の試煉のために、神は特にかかる平穏無事の千年時代を設けたもうたのでなかろうか。神の人に要求もとめたもうものは、常に易かわりなき純なる信頼である、時と処と状態に関わりなき信頼である。神の永遠の祝福の国に入るためには、信頼は純粋なるものであらねばならない。「色なき空を雲もて装うにも、渇ける地を驟雨しゅううもて湿しめすにも、昇るも降るもただ彼の讃美を挙げよ」（ミルトン）、かくのごときが信頼であり讃美である。


  　サタンその影をひそめてなお信頼の心揺がず、神に目をそそぎ信頼を貫き通すならば、神は人を祝福したもうであろう、その全き心備こころぞなえのゆえに。我々の生活において、外的条件が備わり苦難がとり去られているときほど、信仰に警戒を要するときはない。外的に豊かにして平穏なることは、内的に乏しからしめ魂に惰眠の機会を与える。いつわりなく飾りなき幼児のごとき単純なる信頼の心根こころねのみが、よくかくのごとき境遇にも驕おごらず躓かず、ただ主のみを仰ぎ得るのである。げに、「心貧しき者は福さいわいである、天国はその人の有ものである」。


  　かくのごとき絶対的信頼なくば、鎖切れ封印解かれて怪物サタンが再び地上に現われるとき、人の心は揺らぎ神への信頼は全うされないであろう。遺憾これより大なるはない。「終わりまで聖名みなのために耐え忍び」、「死に至るまで忠実なる者に」のみ、永遠の生命いのちの冠冕かんむりは授けられる。


  　いつか、げにいつか必ず期ときは来て、都より村より、野辺より谿間たにまより、山の奥より海の底より、死にとし死ねるなべての者がひき出いだされて聖前みまえに来たる、聖前みまえには数多あまたなる巻ふみが展ひらかれ生命いのちの書もまた開かれる。すべての人はその生きし生き方を検しらべられこれに応じておのおのの審判さばきを受ける。生命いのちの書に名のなき者は残りなく火の池に投げ入れられる。哀哭なげき切歯はがみの亡霊はかくて第二の死に焼かれる。けれども、ありし日キりストにありて勝かちを得て生命いのちの書に記されし者に向かっては、第二の死はその首こうべすら擡もたげ得ないであろう。


  



  第二十七講 新しき天と新しき地


  



  第二十一章一～八節（六月八日）


  



  　黙示録はさながらに預言の古詩であるが第二十一章に至りて最高潮に達する。この絶唱を説明せんとするは寧むしろ徒いたずらである。静かに読みて味わうべきのみ。


  
    我また新しき天と新しき地とを見たり。

  


  　天地は新しくなる、あたかも創造の晨あしたのごとき新鮮さに！これ旧新約聖書の預言の終局であり、黙示録の絶頂である。神の示したもう人生の目的地であり、限りなき愛の聖旨みむねの成就である。プラトーンの理想もカントの王国も、新しきエルサレムの完まったきに比しては何であろう。ノヴーリスの夢幻もゲーテの調和も、新しきシオンの美しさに比して何であろう。キリスト教ほど高き理想主義はなく、またキリスト教ほど美しき浪漫主義古典主義もないのである。しかり、キリスト教は一切の主義を遥かに超えて偉大である。壮美である、何となればキリスト教は神の思想であり真理であり生命いのちそのものであるからである。


  　これまで黙示録に記され来たれる主題は審判であった。しかしてそれにも優って力強く唱道されているものは、審判の深刻に対比してまた輝かしき栄光である。かくて第二十一章の幻の出るまで長き長き幾幕かをヨハネは見極めねばならなかった。テニソンの言いしごとく、我々の偉大なる劇作家もまた、「ほぼその第五幕頃ともなれば」待ちて俟まつ者に何ごとかすばらしきものを見せようとする。おそろしい暴風雨のあとに澄明ちょうめいが来る、光明である、光輝である。まさに「聖なる喜劇」である。すべての過程は大団円への準備であった。準備をして思うがままに長からしめよ、終わりをして完まったからしめよ。神は必ず聖業みわざを成し遂げたもう。「何人もその時のいつなるかを知らない」、しかし明日の今日に従うごとくその必ず来たるべきことを、信じて待つものは福さいわいである。


  　新天新地の出現と共に著しき変化が人に生じている。それは本質的の変化であって階段的のそれではない。光が闇を蔽うように、キリストの愛が衣きせられたのである。人の理想の姿はここに実現する。人の望み得る最上のものがここに備えられる。人は全く自由にして永生の存在となる。その生活は神と不可離の中にある。


  
    視みよ、神の幕屋、人と共にあり、

    神人と共に住み、人、神の民となり、神自ら人と共に在います。

  


  　神と人と一つなる生活である。およそ生くることは相対的である。しかして神との相対においてのみ人の絶対的生活があるのである。神との相対を可能ならしむるものは十字架の完まったき贖罪による神の恩恵である。しからずして罪人は神と共なることは出来ない。偉大なる相対の生活よ。ここにのみ永遠の生命いのちがある。何となれば生くることは愛することであり、愛は限りなく存たもつがゆえに。曰く「人、友のためにおのれの生命いのちを棄つ、これより大いなる愛はなし」。また曰く「主は我らのために生命いのちを捨てたまえり、これによりて愛ということを知りたり、われらもまた兄弟のために生命いのちを捨つべきなり」。また「愛と云うは、我ら神を愛せしにあらず、神われらを愛し、その子を遣わして我らの罪のために宥なだめの供物となしたまいし是これなり」と。愛することは己れを他者のために棄てることである、己れの生活と生命いのちを悉皆しっかい神に捧げ尽くすことである。活ける人格の神におのが全人格を傾け尽くして信頼する人、その人のみが神と共にあるのである、かくのごときが新しき天地の人の生活である。


  　最近の哲学に道いう、生命いのちは相対的なるものであって、他者のために生きること、すなわち自己を他者に与えることが、真に生きる所以ゆえんであると。哲学の発見せし人生観、二十世紀の今日においてなおこれならば、聖書の真理の永久的偉大に今更のごとく驚かざるを得ない。


  　「神人と共に」と、言ことば余りに簡なるのゆえに読み過ごしてはならない。神の愛とキリストの十字架をもう一度しずかに想わねばならない。新天新地の生活は、エデンの園の古いにしえもこれに如しかざるものである。「すべては神より出いで、神によりて成り、神に帰する」生活である。これこそは理想の理想、人生の極致である。聖書を読む者の幸いはかかることを学ぶにある。神はかくのごとき真理をはじめから示したまいしに、人は価なくして得らるるものの最も貴き所以ゆえんを知らないのである。出いでて緑なす山に登らずや、生命いのちの泉は至るところに湧き出いでている、聖書の真理はかくのごとく清新にして純粋である。平明単純にして限りなく深く高きもの、これをしも真理と云うのである。


  　新天新地が現われ、聖なる都新しきエルサレムが何ものも比ぶべからざる美しき様にて神のもとを出いで、天より降くだるをヨハネは見た。彼はこれを新婦はなよめに譬えるの外ほかを知らなかった。


  
    視みよ、われ一切すべてのものを新たにするなり。

  


  　すべて心痛むる古きことごとは一掃されて、嬰児のごとき鮮新の心に帰る。罪の虫はここに巣くわず、悲しみの影はここに宿らない。神の幕屋の新しさ、人の心の輝かしさ、高秋こうしゅうの清澄も如しかざる碧空の下に！これで沢山ではないか。この世の思い煩いなどはどうなってもよいではないか、このことさえ実現すればそれでよいではないか。今、真理のために苦しむ者は幸いである。


  　かくて「死もなく、悲歎かなしみも、号叫さけびも、苦痛くるしみもない。旧ふるき罪の世界は過ぎ去ったからである」。我々はかかる聖言みことばの真意を今充分に実感することが出来ない。この世はあまりに罪と悲しみと死とに充みち満ちている。しかしこれを希望とするほかに我々は希望あるを知らない。


  　最後にわれらは一つの言ことばを特に忘れまい、


  
    「かれらの目の涙をことごとく拭い去りたまわん。」

  


  アーメン、しかあらんことを。


  



  第二十八講 聖なる都エルサレム


  



  第二十一章九～二七節（六月十五日）


  



  　かの七天使の一人ヨハネに曰う、


  
    「来たれ、われ羔こひつじの妻なる新婦はなよめを汝に見せん。」（九節）

  


  すでに聖霊に感じたヨハネは御使いに携えられて、ある大いなる高き山に行った。羔の新婦はなよめと呼ばれるものはいかなるものかと見てあるに、一つの都が神のもとを出いでて天より降くだってくる。聖なる都はいかなる真理の具象であろうか。天より降くだりしそのことに、この世のものとは本質的に異なる消息が予知せられる。その中うち主なるものと思われる五つを我々は次に学ぼう。


  　第一、ヨハネは携えられて高き峯に立っており、何ものかこの世ならぬ一塊のもの、いと高き天より栄光を衣きて降くだるを見た。そのときの輝かしき第一印象を記して曰く、


  
    その都の光輝かがやきはいと貴き玉のごとく、透徹すきとおる碧玉へきぎょくのごとし。（一一節）

  


  と。ヨハネの直観よく本質を道破した。この都の光輝かがやきは神の光により、燦然さんぜんたること宝玉のごとく、透徹すきとおる潔さは碧玉へきぎょくのごとくである。光と潔さ、これがこの都の経緯なす本質である。曇れる一閃いっせんもなく、汚れたる一塵もなき、清暉せいきそのものの都である。かのバビロンの大淫婦の妖艶と、いかに甚はなはだしきコントラストであるか！まことの潔さに関心を有もたない近代人は、この天の美を知らない。近代人の美とするものは病的である、不自然である。透徹すきとおる碧玉へきぎょくのきよさに似通うものは、かの冬の晨あしたいまだ陽ひの昇らない頃の薄明はくめいの空にうき出ている富士のきよらかさであろう。贖罪の恩恵を心から感謝するものはかかる潔さを慕う。義とせられたる者はキリストに対する貞潔を守らずして何とするか。二心を抱いて、何の信、何の愛、何の望であるか。キリストに対するエクレシヤの貞潔を、ヨハネは透徹すきとおる碧玉へきぎょくに見た。貞潔観念なきキリスト者はキリスト者ではない。これキリスト者の本質である。清浄感ピュアセンスの失せたる現代キリスト教をいかにしようか。キリスト教もしかかるものならば、去って武士道に往くに如しかない。


  　第二に、この碧玉へきぎょくのごとく透徹すきとおれる都には高き大いなる石垣があってこれを繞めぐり固め、しかして都の形は方形であると云う。正立方体は完全を表わす。輝かしきこの都は球形をなさずしてかえって方形である。すなわち円満の完全ではなくして、角かどのある完全である。角稜の完全体は何を象徴せんとするのか。けだしキリスト者は十字架のゆえに全く潔きものとされたる罪人であって、罪人たることにおいて変わりはなき、依然として角かどのある人間である。どこまでも罪人であり、ゆるされて生くる者である。されば天国はおのずから円満具足人の社会ではなく、一つの十字架を仰ぐゆるされたる罪人の召団である。しかり、天国にても十字架がなかったならば、人の義はないのである。天国の厳粛さはここにある。私のこの方形の解釈に対する可否の論は人にまかす。ただ我らはかく観じて心の中にアーメンがある。


  　第三には都の構成物である。石垣は碧玉へきぎょくにて築かれ、都は清らかなる玻璃はりのごとき純金にて造られ、石垣は十二種の宝石であり、十二の門は十二の真珠である。この数多あまたなる宝玉貴石は、その形状性能光輝かがやきにおいて一つとして同じきものはない。聖なる都の民もまたかくのごとく、聖霊は同じけれども賜物を殊ことにし、主は同じけれども務めを異ことにし、彼らのすべてのうちにすべての活動はたらきをなしたもう神は一つにいませど彼ら一人一人の活動はたらきは相同じくないのである（前コリント第十二章）。彼らには各々独自の賜物があって輝き、その一つがとり外さるるときにも石垣はゆるむほどに、各自の持場は重いのである。この世の工師いえつくりの棄てたる石は、この都にことごとく宝玉の垣をなしている。これは誠に神の成したまえる事であって、人の目に奇くすしとする所である（詩一一八の二二、二三）。お互いにつまらぬ一人一人ではあるけれども、神に用いられて何人も他と置き換え得られざる存在であることを自覚すべきである。近代人は協同一致和合調和と云いて、大衆相歩み寄り相妥協しあって何ごとか企てんとするが、妥協歩み寄りに何の一致調和があるか。真正の調和は外的の接近や類似などで成り立つものではない。相互の個性と人格と独立とを尊重して、始めて調和と力とは来たる。神の前には各人は絶対の存在であり、独自の使命を与えられている。個はただこの大源にありて自己に徹し、同時に他にもまた自ら徹し得るのである。かくのごとき人格のあつまるところ、それが真のエクレシヤである。一体たる新婦はなよめである。受くる光にかわりはなけれど、その光を限りなき光彩に映はえしむる虹の美しさ！彼ら一人一人は一粒一粒の水滴にすぎないが、相集まりて美しき虹を構成する。深きは神の真理である。


  　第四の真理は何であろうか。


  
    われ都の内にて宮を見ざりき、

    主なる全能の神および羔はその宮なり。（二二節）

  


  　この輝かしき都にはさぞ立派な殿堂が築かれ、どんな荘厳な拝礼がなされることだろうと、人々は思うかも知れない。あにはからんや、事実は正反対である。ヨハネは一つの宮あるを発見しないのである。地上に聳そびえる無数の教会堂と伽藍がらんと神社と、人間は生まれながらのカトリックなりとはこれにて十分の証明である。かく宮が雨後うごの茸たけのこのごとくに並び立つは、この社会に神無きことを示すにあらずして何であろう。まことの神を拝することを知らしめられたる者には、宮はもはや興味を唆そそらない、教会堂は要いらない、往くところとして神の宮ならざるはないのである。神はただ霊と真実まこととをもってのみ拝される。それ以外の条件は神を拝する上に問題とならない。この礼拝の理想は新しき都において現実となっている。主なる全能の神および羔そのものが宮である、何ぞ手にて造りたるものを要しよう。


  　第五の真理は、「都は日月じつげつの照らすを要せず」以下にある。神の栄光全都を照らし、道の燈火あかりは羔である。すべてが光の中にある。光明こうみょう燦然さんぜん光彩こうさい陸離りくりたるこの都に入るに相応ふさわしからずとせらるる者は、およそ穢けがれたる者、また憎むべき事と虚偽いつわりとを行う者、闇の子、怒りの子、サタンの子らである。光と暗やみとは竟ついに座を同じくすることは出来ない。


  　反対に、愛の光とこしえに輝くこの国に入る者は、天の生命いのちの書ふみに昔より記されし人々である。誰々の名が羔の生命いのちの巻に載せられてあるかは何人も知らざるところ、そこに人生の厳粛がある。神を知らざりし民にして真実なるものが見出されもしよう、主の名を呼びし人にしてその顔を見せぬものもあろう、罪業深かりしも旅路の夕に生命いのちの水を見出でし者はここに感謝の歌をうたっていよう、かの十字架上の盗人のかんばせは、いかに晴れやかに主に向けられていることだろう。


  　預言は預言に応える、


  
    昼は日再び汝の光とならず、月もまた輝きて汝を照らさず、エホバ永遠とこしえに汝の光となり、汝の神は汝の栄えとなりたまわん。（イザヤ六〇の一九）

  


  



  第二十九講 その聖顔を見ん


  



  第二十二章一～五節（六月二十二日）


  



  　黙示録第三章一九～二二節、第七章一四～一七節、第十四章一～五節、第十九章五～九節、第二十一章一～五節等と並んで、第二十二章一～五節の一団もまた輝かしき星座の一つである。星は一つ一つに美しい、しかしこの五つの星は一団をなしてさらに美しい、そこには不断の糸がある、見えざる聖手みてがこれを結ぶ。


  
    御使いまた水晶のごとく透徹すきとおれる生命いのちの水の河を我に見せたり。

    この河は神と羔こひつじとの御座みくらより出いでて都の大路の真中まなかを流る。（一節）

  


  生命いのちの水と生命いのちの樹との二つの存在は、神の恩恵の代表であり、天の真理の象徴である。


  　「神観みるに美しく食らうに善きもろもろの樹を地より生ぜしめ又また園の中に生命いのちの樹と善悪を知るの樹を生ぜしめ、河はエデンより出いでて園を潤うるおし彼処かしこより分れて四つの源となった」（創世二の九、一〇）のは、まさに人への恩恵であった。また預言者エゼキエルの示されし清流の幻は深き真理を教えている、曰く「およそこの河の往くところには諸々の動くところの生物いきものみな生く、また甚はなはだ衆多おおくの魚あるべし、この水到るところにて医いやすことをなせばなり、この河のいたる処にてはものみな生くべきなり……河の傍かたわらその岸の此方彼方こなたかなたに食らわるる果みを結ぶ諸々の樹生おいそだたん、その葉は枯れずその果みは絶えず、月々新しき果みをむすぶべし、これその水かの聖所より流れいづればなり、その果みは食となりその葉は薬とならん」（エゼキエル四七の九、二一）。また詩第四十六篇四節にいう、「河あり、その流れは神の都を喜ばしめ、至上者いとたかきものの住みたもう聖所を喜ばしむ」と。もし水と樹による恩恵と真理の文字をとり去るならば、聖書もまた焼士と化し曠野となり果てんのみ。聖書もまた、水と樹の文字のゆえに生命いのちがあるのである。ダンテが浄罪山上にてマテルダをして、「汝の見る水は、息きして切らす流れのごとく、寒さが還す水蒸気に補われる脈より出いでず。両側にむかい、開いて注げば注ぐほど神の聖旨みむねによって償わるる滾々こんこんとして尽きざる泉より発する」（中山昌樹氏訳）と語らしめ、清火天に昇っては光の河を幻に見る心など、すべて相通うふしである。緑葉茂り聖水流るる神の都の新春に、誰か憧慢の心を燃やさないだろう。ここに民の心は潔められて泉水のごとく、清く甦りて若葉のごとく新しい。神の恩恵は注ぎて漲みなぎり、民の心は福祉さいわいに溢れ、誼のろわるる者は一人だにない。それのみでない、キリストの言いたまいしごとく、主を生命いのちとして生くる民の「腹からは活いける水が川となって流れ出いでる」（ヨハネ七の三八）のである。生命いのちは生命いのちを生むのである。活いくることは働きかけることである、他の者に生命いのちを与えることである。神に対しては奉仕として現われ、人に対しては愛として働く、これ実にキリスト者生活の活動的二面である。


  
    神と羔との御座みくらは都の中うちにあり。

    その僕らはこれに仕え、かつその御顔みかおを見ん、

    その御名みなは彼らの額ひたいにあるべし。（三、四節）

  


  　神に奉仕するところの彼らは、また神の聖顔みかおを目のあたり見るのである。さきなるは活動であり奉仕であるに対して、あとなるは信頼であり仰瞻ぎょうせんである。主イエスの聖言みことばに聴こう、主は曰いたもうた、「神の業わざはその遣わしたまえる者を信ずるこれなり」（ヨハネ六の二九）、また曰いたもう「幸なり心の清き者、その人は神を見ん」と（マタイ五の八）。活動は大切である、しかし仰瞻ぎょうせんはさらに大切である。瞻奉みたてまつることは信仰の始めと終わりである。「マルタよ、マルタよ、汝さまざまの事により思い煩いて心労こころづかいす、されど無くてならぬものは多からず唯一つのみ、マリヤは善き方かたを選びたり、これは彼女より奪うべからざるものなり」（ルカ一〇の四一、四二）と言いたまいしイエスの御心を味わうべきである。誠に、「み顔を見ん」との一事の何たるかを知らんがための人生である。失明せしミルトンの "stand and wait"「立ちて待つ」の信、「おおいかに言葉足らず、わが歓喜を表すに力弱きよ。否わが見しものに対して言葉は微かすかなりとさえ呼ぶに足らず」、と記せし真理を観みる人ダンテの魂、これこそキリスト者の生活態度である。この世の子らが歓楽と幸福と繁栄を求むるに対して、キリスト者の生活態度はダビデの祈りの一句もて答えられる。曰く


  
    されど我は義にありて聖顔みかおを視み、

    目さむるとき容光みかたちをもて飽き足ることを得ん。（詩一七の一五）

  


  



  第三十講 輝く曙の明星


  



  第二十二章六節以下（六月二十九日）


  



  　全篇の跋ばつである、黙示の終結である。聖書の末章である。これを読んで誰しも心づくことは、「速やかに到らん」と云う聖言みことばと「来たりたまえ」と云う声の繰り返されていることである。審判さばきと恩恵めぐみとを啓示したまえる主は、その終わるに当たって大いなるあわれみをもって言いたもう、


  
    「視みよ、われ速やかに到らん、この書ふみの預言の言ことばを守る者は幸いなり。」（七節）

  


  　われ速やかに到らんとは神の聖旨みむねである。神は時間としては歴史に対し、空間としては宇宙に対して、偉大なる目的を有もちたもう。彼はその偉大なる聖業みわざ完成の目的を果たさんために到りたもうのである、しかも神は、視みよわれ目的を果たさんとは言いたまわずして、速やかに到らんと人に呼びかけたもうのである。ただに人類全体のみならず、その一人一人に対して、預言の言ことばを守るものは終わりの日彼来たりたもう日に祝福さるべきことを約束したもうたのである、神はその創造つくりたまいしものを終わりまで心して導きたもうことを言い表わしたもうたのである。


  　これに対して聖霊をはじめ、新婦はなよめも聞く者もすなわち創造つくられたるすべての者が「来たりたまえ」と呼ぶ。大いなる要求！切なる祈り！先ず、「聖霊は我らの弱きを助けたもう、我らはいかに祈るべきかを知らざれども、聖霊みずから言い難き歎きをもて執り成したもう」のである（ロマ八の二六）。新婦はなよめなる召団、キリスト者は聖霊に助けられて彼の来たらんことを祈るとき、まことの希望を言いあらわしているのである。キリスト者に限らず人はみな、人に限らず造られたる者はみな、切に慕いて神の子たちの現われんことを待つのである（ロマ八の一九）。さらにロマ書の言ことばをもって言うならば、「我らは知っている、すべて造られたるものの今に至るまで共に嘆き、ともに苦しむことを。それのみでない、御霊の初めの実をもつ我らも自ら心のうちに嘆きて子とせられんこと、すなわちおのが体の贖われんことを待っている」のである（ロマ八の二二、二三）。我々の宇宙我々の歴史はかくも厳粛なる希求と祈りの中にあるのである。かくのごとき要求は偶然であり空望であるには、余りに切実である。神がその創造つくりたまいし者に自ら植え付けたもうたのでなくして、いかにこれを解することが出来よう。神の目的ありて、人及び一切の被造物の希求は生じた。しかして神の目的は必ず成る。彼は「あらんとしてあらんとしたもう」（出エジプト三の一四）方である。その「聖口みくちより出いづる言ことばは空しく帰らず、その欲するところを成し、その命じ遣おくりし事を果たす」（イザヤ五五の一一）である。神かくのごとき神たる以上、我らの希望は必ず実現するであろう。主にありて希望を確かとうすべきである。


  　神がアルパでありオメガであり、最先いやさきであり最後いやはてであることは、黙示録を一貫せる神観である。神に象かたどられて創造つくられし我らの完まったき終わりを願うは正しきのぞみであらねばならぬ。神は自ら原因でありかつ目的にてありたもう、すべてのすべてにてありたもう。我らの始めは神より出いでた、我らの終わりは神に帰することであらねばならぬ、かくて神は我らのアルパでありオメガであり、すべてのすべてである。人生の目的は神、我らの帰すべきところはキリスト。キリストにおける神、そこに我らの終局がある。時満ちて経綸に従い、天に在るもの、地にあるものをことごとくキリストに在りて一つに帰せしめたもう、これ神の自ら定めたまいし所である（エペソ一の一〇）。


  　現実を直視するに、世を支配する力が二つある。「不義をなす者はいよいよ不義をなし不浄なる者はいよいよ不浄をなし、義なるものはいよいよ義を行い清きものはいよいよ清くする」、世界にはこの二つの大いなる潮流があって、前者は悪の方向をいよいよ明らかに、後者は善の方向をいよいよ強くさし示す。真剣な生活を活いくる者は義と不義、純と不純とを、判然と弁別するであろう。麦たらんか毒麦たらんか、道は二つのいずれかあるのみ、妥協は絶対にない。両者の懸隔けんかくは展開につれていよいよ分明ぶんみょうとなり拡大せられるであろう。世よ汝の往くべきところへ往け。我はこのまま十字架に走る。我は彼処かしこにて主と共に一度死ぬるであろう。けれども新たに生きて白衣を衣きせられ、生命いのちの樹にゆき、門を過よぎりて都に入るであろう。これは生命いのちと光の横溢おういつする、何たる輝かしき道ではないか。勝利は十字架の道にのみある。


  
    「我はダビデのひこばえまたその裔すえなり、

    輝く曙あけの明星なり。」（黙示録二二の一六節）

  


  　かくのごとき道を歩む者の眼に、何ものか小さき輝かしき緑が映うつる。ひこばえである。切られし樹株、一度死の斧を振られたる樹株より、萌え出いづる緑の美しさ！涙ぐましき美しさである。復活である。永生への第一歩である。シオンの山への旅人は、路傍の一つのひこばえを見て何を想うか。ああ小さきもののもたらす真理のいかに大いなる！その慰めのいかに深き！また険しき夜道の旅も晨あしたに近づくにつれ、輝き出いづる星影一つ、静けく深くこよなく潔く。これを見出でし旅人は、無量の想いをみ空におくる、「主よ来たりたまえ」と。「しかり、われ速やかに到らん」と確かなる聖言みことばの反応を耳にして、再び応えまつって曰く、「アーメン、主イエスよ、来たりたまえ」。


  　かくのごときがキリスト者の希望である。小さく短かき地上の人生をして真に意義あらしめ、永生への貴き第一歩たらしむるものは、まさにこの大いなる希望である。神の聖業みわざの完成、羔の婚姻の成就は、キリストの再臨にかかる。キリストの再臨を待望することなきところにキリスト者生涯はないのである。キリストの啓示、大いなる希望の書、ヨハネの心血を注ぎてしたためし黙示録は我らのために遺のこされてある。聖書は始めより終わりまで真に驚くべき書である。この書を唯一の「わが書」として、主にありて歩まんことをねがおうではないか、主の大いなる日を待ち望もうではないか。
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